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辛
亥
革
命
期
上
海
の
中
英
債
権
債
務
慮
理
紛
争

l
i
-
-九
一

O
年
「
ゴ
ム
株
式
恐
慌
」
後
の
民
事
訴
訟
事
例
分
析
|
|

本

野

英

一
「
ゴ
ム
株
式
恐
慌
」
の
愛
生
と
清
朝
政
府
嘗
局
の
針
態

二
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
と
上
海
道
肇
の
債
権
債
務
庭
理
交
渉

三
陳
逸
卿
の
債
務
に
関
連
す
る
訴
訟

四
「
撃
的
(
』
・
〉
・
巧
三
t
o
)
制
到
戴
嘉
賞
、
正
元
、
兆
康
、
議
余
銭
妊
事
件
」

五
結
び
に
か
え
て
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清
代
中
園
の
社
合
経
済
秩
序
は
、
あ
る
地
域
の
特
定
経
済
活
動
を
牛
耳
る
同
郷
圏
瞳
が
そ
の
構
成
員
の
み
か
ら
の
税
徴
集
を
請
負
う
見
返
り

に
、
地
方
政
府
が
彼
ら
を
擁
護
す
る
こ
と
で
維
持
さ
れ
て
来
た
。
こ
の
経
済
秩
序
は
太
卒
天
園
の
凱
鎮
座
後
に
再
建
さ
れ
、

一
商
社
の
圏
内
流
通
機
構
支
配
を
挫
く
こ
と
に
成
功
し
た
が
、

一
時
は
在
華
外
園

一
八
八

0
年
代
を
境
に
急
速
に
瓦
解
に
向
か
っ
た
。
原
因
は
、
在
華
外
園
企
業
の

事
業
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
で
同
郷
園
陸
の
組
織
統
制
か
ら
脱
し
、
剰
え

「不
卒
等
傑
約
」
特
権
に
興
っ
て
財
産
保
護
を
園
る
中
園
人
人
脈
組

織
が
護
展
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
中
園
人
人
服
組
織
を
便
宜
上
「
親
英
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
呼
ぶ
。

「親
英
一
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
持
績
的
設
展
を
可
能
に
し
た
「
不
卒
等
篠
約
」
特
権
は
二
つ
し
か
な
い
。

一
つ
は
中
英
天
津
篠
約
第
二
十

八
篠
及
び
附
属
関
税
規
則
第
七
僚
で
定
め
ら
れ
た
総
出
子
口
牢
税
特
権
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
株
主
の
有
限
責
任
制
規
定
を
含
む
香
港
舎
枇
法



令
に
依
捜
し
た
イ
ギ
リ
ス
籍
舎
一
世
登
記
制
度
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
「
不
卒
等
篠
約
特
櫨
」
に
同
時
に
依
援
し
た
「
親
英
一
商
業
ネ
γ
ト
ワ
ー

ク
」
は
、
在
華
外
園
企
業
が
篠
約
港
租
界
に
設
立
し
た
工
場
の
資
本
調
達
、
経
営
と
原
料
購
入
に
協
力
す
る
官
僚
、
買
掛
、
地
主
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
た
。
下
関
講
和
傑
約
を
契
機
に
全
外
因
企
業
が
こ
ぞ
っ
て
こ
の
二
つ
の
「
不
卒
等
燦
約
」
特
樺
を
利
用
し
て
自
分
達
に
協
力
す
る

中
園
人
を
引
き
附
け
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
有
力
同
那
圏
瞳
に
よ
る
圏
内
流
通
機
構
支
配
瞳
制
は
解
置
の
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
た
。

清
朝
中
央
政
府
は
「
親
英
語
一
業
ネ
ヅ
ト
ワ

l
ク
」
抜
大
を
阻
止
す
ベ

く
、
張
箸
の
大
生
紗
廠
の
成
功
か
ら
教
訓
を
得
て
、
外
圏
一
商
人
の
内
地

雑
居
を
禁
止
し
て
農
村
市
場
で
の
稔
出
子
口
半
税
誼
明
書
三
一
聯
翠
)
の
数
力
を
奪
う
こ
と
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
亥
世
凱
政
権
下
で
の
萱
金

制
度
改
革
に
よ
り
、
江
蘇
省
で
の
職
出
子
口
牟
税
特
権
の
数
力
を
削
減
し
て
い
く
こ
と
に
成
功
し
た
。
清
末
民
初
の
中
園
嘗
局
者

し
か
し
、

は
、
株
主
の
有
限
責
任
制
規
定
を
無
数
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
中
園
一
商
人
が
高
一
事
業
に
失
敗
し
た
場
合
で
も
全
財
産
を
失
わ
ず
に

済
む
法
的
保
護
と
し
て
清
朝
中
央
政
府
が
瑳
布
し
た
破
産
律
は
、
圏
内
金
融
業
者
の
激
し
い
反
劃
に
よ
っ
て
一
九

O
六
年
撤
回
を
徐
儀
無
く
さ

(

1

)

 

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
翌
年
か
ら
中
圏
全
土
で
荒
れ
狂
っ
た
経
済
恐
慌
に
よ
り
、
彼
ら
は
自
ら
の
資
産
を
守
る
べ
き
私
法
盟
系
を
持
ち

得
ぬ
ま
ま
、
混
凱
の
埼
塙
に
投
げ
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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本
稿
は
か
か
る
時
代
認
識
に
基
づ
き
、
二

O
世
紀
初
頭
に
起
こ
っ
た
一
連
の
経
済
恐
慌
中
、
最
も
有
名
な
一
九
一

O
年
上
海
「
ゴ
ム
株
式
恐

慌
」
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
が
引
き
起
こ
し
た
経
済
混
観
朕
況
の
一
端
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
考
察
封
象
と
し
た
の
は
「
ゴ
ム
株

(

2

)

 

式
恐
慌
」
後
に
在
華
外
園
企
業
と
中
園
一
商
人
、
銭
荘
が
互
い
を
相
手
取
っ
て
起
こ
し
た
幾
つ
か
の
民
事
訴
訟
で
あ
る
。

「
ゴ
ム
株
式
恐
慌
」
を

(
3〉

そ
の
大
半
は
こ
れ
を
、
辛
亥
革
命
の
一
背
景
と
し
て
し
か
扱
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
恐
慌

(
4〉

費
生
過
程
に
比
べ
て
恐
慌
護
生
後
に
何
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
か
は
猶
十
分
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

ア
ロ

I
戦
争
以
来
、
在
華
外
園
企
業
並
び
に
彼
ら
と
雇
傭
取
引
関
係
を
有
す
る
中
園
人
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
は
一
貫
し
て
債
権
債
務
慮

理
で
あ
り
、
「
ゴ
ム
株
式
恐
慌
」
後
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
の
債
権
債
務
慮
理
に
大
き
な
影
響
を
興
え
て
い
た
の
は
、

(
5〉

恐
慌
後
に
争
わ
れ
た
「
老
沙
遜
洋
行
(
り

S
E
E
a。。ロ
ωoロ
切
除
の
0
・
〉
劉
陳
蔭
堂
・
註
徳
盛
事
件
」
で
あ
る
。

考
察
劃
象
と
し
た
先
行
研
究
は
少
な
く
な
い
が
、

一
八
八
三
年
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こ
の
事
件
の
争
黙
は
、
在
華
外
因
企
業
か
ら
債
務
不
履
行
で
訴
え
ら
れ
た
買
掛
の
保
詮
人
の
債
務
保
誼
責
任
の
意
味
で
あ
る
。
被
告
側
が
主

張
し
た
の
は
、
中
園
の
保
誼
人
制
度
に
は
「
督
促
責
任
」
と
「
支
排
い
責
任
」
と
い
う
二
つ
の
範
瞬
が
あ
り
、
前
者
は
債
務
者
に
債
務
返
済
の

返
済
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
保
誼
人
契
約
書
に
「
賠
償
」
、

(
6
)
 

人
に
は
「
支
梯
い
責
任
」
が
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。

た
め
あ
ら
ゆ
る
便
宜
を
固
る
が
自
ら
の
財
産
を
緋
演
に
充
て
る
義
務
は
な
く
、
後
者
は
保
誼
人
自
ら
の
財
産
に
よ
っ
て
債
務
者
の
債
務
を
代
理

「
代
賠
」
と
い
う
用
語
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
債
務
保
誼

保
誼
人
の
「
督
促
責
任
」
概
念
は

「ゴ

ム
株
式
恐
慌
」
直
後
の
清
朝
地
方
官
の
行
動
に
新
た
な
光
を
嘗
て
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
彼
ら

の
行
動
を
菊
池
貴
晴
の
先
日
相
的
業
績
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
上
海
道
蓋
奈
乃
憧
と
そ
の
後
任
者
は
、
外
園
銀
行
固
か
ら
恐

慌
救
済
資
金
と
し
て
三
五

O
寓
雨
の
緊
急
融
資
を
受
け
な
が
ら
外
因
企
業

・
銀
行
側
の
理
解
に
反
し
て
外
国
企
業
保
有
の
荘
票
全
て
の
免
換
に

躍
じ
な
か
っ
た
。
同
時
に
彼
ら
は
恐
慌
を
引
き
起
こ
し
た
正
元
、
謙
余
、
兆
康
銭
荘
の
債
務
者
か
ら
偲
借
な
い
取
り
立
て
を
行
な
っ
た
の
に
劉

(

7

)

 

し
、
こ
の
三
銭
旺
に
劃
す
る
債
権
の
方
は
多
く
不
問
に
附
し
て
い
た
と
。
こ
の
一
見
不
可
解
な
行
動
を
「
督
促
責
任
」
と
「
支
排
い
責
任
」
と

レ
う
二
つ
の
概
念
の
封
立
に
よ

っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
第
一
の
課
題
で
あ
る
。
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次
に
保
護
人
が
奉
っ
て

「督
促
責
任
」
の
範
囲
内
で
し
か
行
動
し
な
く
な
っ
た
場
合
、
債
務
者
と
な
っ
た
中
園
人
、

そ
し
て
在
牽
外
園
人
及

び
中
園
人
債
権
者
は
如
何
な
る
封
雁
を
迫
ら
れ
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
第
二
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
債
務
支
燐

い
責
任
を
め
ぐ
る
中
園
側
と
イ
ギ
リ
ス
側
の
相
封
立
す
る
観
念
が
並
存
し
て
い
た
の
が
上
海
租
界
と
そ
の
周
遁
地
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制

度
上
の
矛
盾
を
利
用
し
て
最
も
利
盆
を
得
て
い
た
の
は
、

西
洋
や
日
本
に
留
察
す
る
か
、
香
港
や
租
界
で
数
育
を
受
け
た
こ
と
で
資
本
主
義
社

舎
の
債
値
観
と
行
動
様
式
に
通
じ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
中
園
人
で
あ
っ
た
。

(
8〉

を
「
英
語
を
話
す
中
園
人
」
と
呼
ん
で
い
る
。
彼
ら
は
獄
況
に
脹
じ
て
資
本
主
義
社
舎
の
法
制
度
と
中
園
枇
舎
の
慣
習
を
巧
み
に
使
い
分
け
て

そ
の
財
産
保
全
を
守
っ
て
い
た
。
然
ら
ば
「
ゴ
ム
株
式
恐
慌
」
直
後
の
上
海
租
界
の
場
合
、
そ
の
具
瞳
例
は
誰
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
が
中
国
社

『
ノ

l
ス
・
チ
ャ

イ
ナ

・
ヘ
ラ
ル
ド
』
は
そ
の
枇
説
の
中
で
彼
ら

舎
に
如
何
な
る
衝
撃
を
輿
え
て
レ
た
の
か
。
こ
れ
が
第
三
の
課
題
で
あ
る
。



「
ゴ
ム
株
式
恐
慌
」
の
費
生
と
清
朝
政
府
営
局
の
封
鷹

周
知
の
よ
う
に
「
ゴ
ム
株
式
恐
慌
」
は
一
九
一

O
年
七
月
一
一
一
日
、

正
元
鎮
荘
出
資
者
(
以
下
「
股
東
」
と
略
〉
に
し
て
、

ア
メ
リ
カ
一
商
社
茂

-
新
旗
昌
洋
行

(ω
宮
名
目
吋
0
5
8
h
w
(
V
0・
〉
買
掛
を
兼
ね
る
陳
逸
卿
の
東
南
ア
ジ
ア
ゴ
ム
株
式
投
機

活
動
に
資
金
を
提
供
し
て
い
た
正
元
、
謙
余
、
兆
康
錨
荘
の
取
引
停
止
に
よ
っ
て
勃
瑳
し
た
。
上
海
道
蓋
禁
乃
埋
は
、
舎
審
街
門
の
賓
子
観
舎

和
洋
行
(
出
E
m
0
・
H
N
2
8
h
F

の
0
・)

審
官
と
イ
ギ
リ
ス
側
補
佐
人
、

ガ

l
ス
テ
ィ
ン
(
の
・
問
・
の
R
2
5
)
に
劉
し
、

三
銭
荘
の
経
営
者
(
以
下
「
経
理
」
と
略
)
及
び
陳
逸
卿
を
含
む

舎
大
、

上
記
三
銭
荘
に
績
き
森
源
、

協

股
東
の
身
柄
拘
束
と
関
係
書
類
の
押
牧
を
指
示
し
た
。
事
態
は
こ
の
聞
に
も
悪
化
の
一
途
を
辿
り
、

大
、
音
大
鐘
荘
が
取
引
停
止
に
陥
っ
た
。
こ
こ
に
察
道
蓋
は
、
二
三
日
外
事
掛
公
慮
で
上
海
銀
業
公
舎
、
外
園
銀
行
、
和
明
公
所
、
上
海
綿
一
一
商

(

9

)

 

曾
代
表
と
協
議
の
末
、
雨
江
綿
督
、
北
京
政
府
の
承
認
を
受
け
て
外
園
銀
行
に
金
融
市
場
緩
和
の
た
め
の
緊
念
融
資
要
請
を
決
定
し
た
。

察
乃
埋
と
舎
審
街
門
が
三
銭
荘
闘
係
者
の
責
産
押
牧
に
着
手
し
た
時
に
は
、
既
に
多
く
の
債
権
者
が
陳
逸
卿
の
資
産
を
持
ち
去
っ
た
後
だ
っ

た
。
蔑
さ
れ
た
陳
逸
卿
の
資
産
を
確
保
す
る
篤
に
、
舎
審
衛
門
は
陳
の
二
人
の
妾
の
身
柄
を
拘
束
し
、
彼
女
達
の
賓
石
を
差
し
押
さ
え
、
住
居

(
印
)

を
封
鎖
し
た
。
こ
の
措
置
は
、
上
海
豚
知
豚
及
び
閑
北
の
保
甲
を
動
員
し
た
大
掛
か
り
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
彼
ら
に
よ
る
三
銭
証
債
権
の
肩

代
わ
り
回
牧
も
、
牢
年
毎
の
決
済
と
い
う
上
海
金
融
業
界
の
慣
習
を
無
視
し
、
債
務
者
に
十
日
以
内
の
負
債
償
、
還
を
命
じ
る
と
い
う
強
硬
な
も

(

日

)

の
で
あ
っ
た
。
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験
入
一
商
品
卸
買
り
問
屋
、
賓
康
洋
貨
行
の
主
人
に
し
て
、

(
F
g
g
E
m
g
E
R
者
同
門
丘
町
〉
の
経
営
す
る
、
氷
年
人
事
同
保
険
公
司
(
の
E
ロ
田
昌
三

E-
ピ
r
F
2
5
5刊
の
0
日
明
記
ロ
可
)
の
買
掛
を
兼
ね

て
い
た
戴
嘉
賓
で
あ
る
。
奈
道
蓋
は
、
倒
産
し
た
三
銭
荘
に
謝
す
る
多
額
の
債
務
不
履
行
の
容
疑
で
戴
嘉
賓
の
逮
捕
を
舎
審
街
門
に
指
示
し
、

(
ロ
〉

彼
の
身
柄
も
舎
審
衛
門
に
牧
監
さ
れ
、
訊
問
の
時
だ
け
道
蓋
の
衛
門
に
謹
選
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
陳
逸
卿
と
戴
嘉
賓
に
劃
す
る
察
道
蓋
の
取
り
調
べ
に
は
ア
メ
リ
カ
側
補
佐
人
公
団
凹
巾
回
目
O
H
〉
、
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン

Q
・りし
F
5
8
0ロ
)

」
の
一
連
の
捜
査
で
、
浮
か
び
上
が
っ
た
の
が
、

イ
ギ
リ
ス
一
商
人
ワ
ッ
テ
ィ
ー
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が
異
義
を
唱
え
た
。
正
元
銭
荘
の
負
債
総
額
三
四

O
徐
菌
雨
中
、
陳
逸
卿
個
人
の
そ
れ
が
一

一
O
除
菌
雨
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
償
還
に
蛍
つ

(
臼
)

て
在
華
外
園
人
債
権
者
を
優
先
さ
せ
よ
う
と
い
う
思
惑
が
働
い
た
た
め
で
あ
る
。
一
祭
道
蓋
は
陳
と
戴
の
隠
し
財
産
の
有
無
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
二
人
の
徹
底
的
な
取
り
調
べ
を
主
張
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
側
の
反
射
は
強
か
っ
た
。
結
局
安
協
と
し
て
奈
道
蓋
自
身
に
よ
る
取
り
調
べ
は
緩

行
す
る
も
の
の
、
彼
が
入
手
し
た
誼
援
物
件
は
舎
審
街
門
で
の
裁
判
で
は
誼
援
と
し
て
採
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
陳
逸
卿
と
戴
嘉
賓
の

身
柄
拘
束
と
取
り
調
べ
を
め
ぐ
る
列
園
領
事
固
と
上
海
道
蓋
の
劉
立
は
、
そ
の
後
に
起
こ
っ
た
民
事
訴
訟
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

る
陳
逸
卿
は
負
債
を
償
還
す
る
用
意
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、

し
、
陳
逸
卿
が
協
力
を
嘗
て
に
し
て
い
た
ジ
ャ

1
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
一
商
舎
の
パ
ー
ト
ナ
ー
(
氏
名
不
詳
〉
は
既
に
開
園
し
て
い
た
た

め、

(

M

)

 

れ
も
適
わ
ず
彼
は
再
び
舎
審
街
門
に
牧
監
さ
れ
た
。
偲
標
放
中
に
彼
等
が
何
を
し
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

八
月
二

O
日
か
ら
一
一
一
日
に
か
け
て
二
人
の
妾
共
々
偲
穣
放
さ
れ
た
。

し
かそ

一
見
些
細
で

は
あ
る
が
、
こ
の

- 62ー

偲
稗
放
の
意
味
は
重
大
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
察
乃
憧
並
び
に
後
任
の
劉
裏
孫
道
蓋
が
そ
の
後
に
行
な
っ
た
捜
査
は
も
と
よ
り
、
在

華
イ
ギ
リ
ス
一
商
社
が
彼
を
相
手
取
っ
て
曾
審
街
門
に
起
こ
し
た
裁
判
の
審
理
で
も
、
陳
逸
卿
の
資
産
と
負
債
の
全
瞳
像
は
途
に
明
ら
か
に
さ
れ

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
奈
遁
蓋
等
の
巌
し
い
取
り
立
て
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
元
、
謙
余
、
兆
康
銭
旺
の
債
権
は
三

O
徐
寓
商
程

(

日

〉

が
年
末
ま
で
に
回
牧
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
総
額
七
百
寓
雨
に
達
す
る
と
試
算
さ
れ
た
負
債
総
額
の
償
還
に
は
程
遠
い
金
額
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
金
融
恐
慌
を
引
き
起
こ
し
た
張
本
人
等
の
資
産
の
み
で
の
負
債
全
額
償
還
が
質
現
困
難
な
以
上
、
公
的
資
金
に
よ
っ
て
金
融

緩
和
を
圃
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
察
乃
埋
も
十
分
理
解
し
て
お
り
、
前
述
の
よ
う
に
、
南
江
組
督
張
人
駿
と
連
名
で
外
園

ハ
日
山
)

銀
行
か
ら
の
緊
急
融
資
を
仰
ぐ
こ
と
の
許
可
を
清
朝
中
央
政
府
に
電
報
で
願
い
出
た
。

(

口

〉

清
朝
中
央
政
府
は
こ
の
提
案
に
乗
り
気
で
な
か
っ
た
。
し
か
し
上
海
側
に
は
こ
う
し
た
遼
巡
を
許
す
徐
裕
が
な
く
、
香
港
上
海
銀
行
が
主
導

(
同
〉

す
る
列
園
銀
行
圏
は
外
交
ル

l
ト
を
通
し
て
緊
急
融
資
を
許
可
す
る
上
誌
の
震
令
を
急
が
せ
た
。
こ
う
し
た
匡
力
の
結
果
、
清
朝
中
央
政
府

は
、
七
月
二
八
日
、
列
園
銀
行
固
か
ら
三
五

O
寓
雨
の
資
金
融
資
を
受
け
、
こ
れ
を
中
園
一
商
人
に
期
限
五
年
、
年
利
四
%
で
貸
し
付
け
、
被
害



(

叩

)

を
最
小
限
に
食
い
止
め
よ
と
の
上
識
を
護
布
し
た
。
察
道
蓋
は
、
賀
子
観
、

所
〉
、
上
海
綿
商
舎
代
表
と
協
議
の
結
果
、

イ
ギ
リ
ス
正
副
領
事
、
和
明
公
所
(
在
華
外
圏
諸
人
の
商
業
曾
議

上
識
の
原
本
が
到
着
す
る
と
同
時
に
緊
急
融
資
契
約
に
正
式
に
調
印
し
、
列
園
銀
行
圏
が
用
立
て

(

却

)

た
資
金
三
五

O
胃
雨
は
察
遁
蓋
に
引
き
渡
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
契
約
調
印
後
、
列
園
銀
行
圏
と
察
乃
埋
道
蓋
と
の
聞
で
、
契
約
篠
件
を
め
ぐ
る
意
見
の
相
違
が
表
面
化
し
た
。
列
園
銀
行
圏
側
の

理
解
で
は
、
察
道
蓋
は
こ
の
緊
急
融
資
に
よ
っ
て
得
た
資
金
全
額
を
外
国
企
業
・
銀
行
が
保
有
す
る
不
渡
り
荘
票
の
換
金
に
充
て
る
筈
で
あ
っ

た
。
し
か
る
に
、
察
道
蓋
が
現
金
化
に
鷹
じ
た
の
は
正
元
、
兆
康
、
謙
余
銭
荘
が
護
行
し
た
額
面
合
計
一
四

O
高
雨
(
正
確
に
は
て
三
九
九
、

五
二
九
・
四
一
雨
〉
分
の
み
で
、
融
資
資
金
の
残
額
は
様
々
な
銭
荘
に
高
利
で
融
資
し
、
倒
産
し
た
他
の
銭
荘
が
護
行
し
た
荘
票
は
全
く
現
金
化

(

幻

)

き
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
髄
闘
が
生
じ
た
理
由
は
、
緊
急
融
資
契
約
第
一
僚
の
文
面
の
作
成
過
程
並
び
に
中
園
側
の
政
治
的
理
由
に
基
づ
く
、
第
一
俊
後

半
部
分
の
解
揮
の
遣
い
に
あ
っ
た
。
契
約
書
第
一
篠
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

以
上
〔
香
港
上
海
銀
行
他
〕
各
〔
外
園
〕
銀
行
は
道
蓋
に
融
資
を
願
い
、
遣
蓋
も
各
銀
行
に
上
海
規
元
建
て
で
三
百
五
十
高
雨
の
融
資
を

〔
受
け
る
こ
と
を
〕
願
う
。
此
の
借
款
の
返
済
は
、
均
し
く
上
海
規
元
建
て
で
計
算
し
、
上
海
で
支
排
う
。
此
の
借
款
は
、
各
銀
行
が
保

有
す
る
倒
閉
し
た
正
元
、
謙
余
、
兆
康
三
荘
〔
護
行
の
〕
荘
票
を
、
ま
ず
前
例
に
従
っ
て
〔
上
海
綿
〕
商
舎
に
、
迭
り
つ
け
て
清
算
さ
せ
た

後
、
部
琴
溝
、
一
踊
開
森
口
・
。
-
m，
R
m
5
0ロ
〕
君
が
〔
上
海
〕
道
蓋
の
代
理
と
し
て
こ
れ
を
監
査
し
、
〔
融
資
さ
れ
た
資
金
の
中
か
ら
〕

か
さ

合
計
銀
萱
百
三
十
九
高
九
千
五
百
二
十
九
雨
四
銭
一
分
で
先
に
排
い
戻
し
を
行
い
、
同
料
引
制
劃
伺
割
淵
伺
州
側
制
U
剖
州
制
剰
阿
剣
劇

剖
料
引
川
剖
川
制
刺
劃
刑
制
1
凶
判
ベ
削
剥
剖
剖
U
削
刊
到
銅
副
到
例
制
州
側
割
劉
到
叫
剣
山
引
劃
引
州
削
倒
副
剖
料
引
到
捌
州
制
叶
|
こ
れ

(m〉

と
並
行
し
て
市
況
を
維
持
し
、
人
心
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
務
め
る
。

305 

こ
の
契
約
俊
文
の
中
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
傍
線
部
分
で
あ
る
。
原
文
を
虚
心
坦
懐
に
讃
め
ば
確
か
に
詩
文
の
様
な
意
味
と
な
り
、
列
園
銀

(

お

〉

行
圏
か
ら
融
資
を
受
け
た
上
海
道
蓋
が
荘
票
の
免
換
の
肩
代
わ
り
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
は
こ
れ
と
劃
立
す
る

- 63ー
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解
穫
を
し
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、

香
港
上
海
銀
行
代
理
人
が
察
乃
埋
道
蓋
と
南
江
総
督
顧
問
フ
ァ

l
ガ
ソ
ン

(
同
・
。

-m，
R
m
c
m
Oロ
)
同
席
の

下
で
こ
の
融
資
契
約
書
を
作
成
し
た
際
、
奈
道
蓋
は
融
資
資
金
を
契
約
書
に
明
記
さ
れ
た
三
銭
荘
護
行
の
荘
票
の
み
な
ら
ず
、

他
の
倒
産
銭
旺

が
護
行
し
た
荘
票
の
免
換
に
充
て
る
と
理
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
契
約
調
印
か
ら
二
週
間
も
経
ず
し
て
奈
道
蓋
は
突
然
、
書
面

(
M〉

で
こ
の
解
稗
を
否
定
し
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
来
、
奈
乃
埋
及
び
彼
の
後
任
者
は
一
致
し
て
、
三
銭
荘
瑳
行
の
荘
票
以
外

(
お
)

の
免
換
請
求
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
護
行
し
た
銭
妊
に
射
す
る
督
促
以
外
の
協
力
を
桓
否
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

察
乃
埋
の
態
度
援
更
に
は
三
つ
理
由
が
あ
る
。
ま
ず
彼
と
張
人
駿
が
、
緊
急
融
資
の
裁
可
を
直
接
朝
廷
に
仰
い
だ
こ
と
に
園
家
財
政
を
携
嘗

(

お

〉

す
る
度
支
部
が
反
護
し
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
は
、
察
乃
埠
が
倒
産
し
た
三
銭
荘
の
債
権
だ
け
は
容
赦
な
く
取
り
立
て
な
が
ら
、
三
銭

荘
の
中
園
企
業
、
官
僚
に
謝
す
る
債
務
償
還
の
多
く
を
不
問
に
附
し
て
い
た
こ
と
に
川
路
公
司
高
官
、

一
部
中
国
商
人
圏
鐙
が
反
瑳
し
た
か
ら

(

幻

)

で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
の
理
由
は
、
列
園
銀
行
圏
か
ら
の
緊
念
融
資
を
受
け
た
こ
と
自
鐙
に
劃
す
る
江
蘇
省
諮
議
局
の
批
判
で
あ
る
。
江
蘇
省

諮
議
局
の
楊
廷
棋
が
行
な
っ
た
弾
劾
演
説
に
よ
れ
ば

「
-
一
商
人
の
一
一
商
人
に
劃
す
る
債
務
返
済
」
を
園
家
が
外
園
銀
行
か
ら
の
借
款
で
補
填
す
る

- 64-

行
潟
は
、

一
歩
間
違
え
ば
園
家
資
産
を
外
園
銀
行
に
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
危
険
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
解
決
方
法
は
例
が
な
い
。

本
来
外
岡
企
業
が
保
有
す
る
荘
票
は
、
こ
れ
を
護
行
し
た
鏡
荘
が
全
責
任
を
持
っ
て
党
換
す
る
べ
き
で
あ
り
、

江
蘇
巡
撫
に
封
し
、

今
回
の
措
置
は
あ
く
ま
で
例
外
で
あ
り
、

そ
れ
故
楊
廷
頑
は
南
江
総
督
と

(

お

)

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
と
確
約
す
る
よ
う
迫
っ
て
い
る
。
楊
廷
顧
の
指
摘
通

り
、
多
く
の
中
園
人
は
清
朝
地
方
官
が
列
園
銀
行
固
か
ら
融
資
を
受
け
て
外
因
企
業
保
有
の
荘
票
の
党
換
を
保
護
す
る
こ
と
を
「
賠
償
責
任
」

(

m

U

)

 

行
震
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
し
わ
寄
せ
が
税
負
捻
櫓
と
な

っ
て
自
分
達
に
及
ぶ
と
察
知
し
、
激
し
く
反
鼓
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
世
論
の
批
判
を
か
わ
す
た
め
に
清
朝
政
府
が
取
り
得
た
手
段
は
、
奈
乃
埠
の
罷
克
、
彼
が
銭
荘
業
者
に
融
資
し
て
い
た
緊
急
融
資
責

金
の
魚
遠
回
枚
、

そ
し
て
正
元
、
兆
康
、
謙
余
銭
荘
を
筆
頭
と
す
る
倒
産
銭
荘
関
係
者
と
そ
の
債
務
者
か
ら
の
偲
借
な
い
債
権
回
牧
し
か
な
か

っ
た
。
こ
れ
が
源
豊
潤
の
倒
産
や
上
海
総
一
商
曾
濁
自
の
資
産
を
捲
保
と
し
た
融
資
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
先
行
研
究
が
一
致
し
て
指
摘
し
て
い

る
、
通
り
で
あ
る
。



イ
ギ
リ
ス
領
事
館
と
上
海
道
蓋
の
債
権
債
務
慮
理
交
渉

そ
れ
で
は
、
嘗
時
の
外
園
企
業
は
倒
産
し
た
銭
荘
に
封
し
て
ど
れ
だ
け
の
債
権
を
有
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
が
一
九
一

(

鈎

〉

O
年
段
階
で
ま
と
め
た
外
園
企
業
の
債
権
規
模
を
表
示
し
た
の
が
表
ー
で
あ
る
。
表
ー
に
示
さ
れ
た
荘
票
中
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
が
保
有
す
る

元
盟
、
協
大
鐘
荘
護
行
の
荘
票
、
老
公
茂
洋
行
〈
巴
何
百
三

ι
w
h
o-
)
保
有
の
正
元
銭
荘
褒
行
荘
票
、
新
沙
遜
洋
行
(
開
-
U・
ω曲
目
印

o
g
h
w
の
0
・)

保
有
の
兆
康
、
正
元
銀
証
荘
票
を
筆
頭
に
音
大
、
舎
大
、
謙
余
、
源
利
、
森
源
錨
荘
護
行
の
銭
荘
が
様
々
な
外
園
企
業
か
ら
香
港
上
海
銀
行
、

(

幻

)

イ
ギ
リ
ス
線
領
事
館
経
由
で
劉
裏
孫
道
蓋
の
下
に
迭
ら
れ
た
。
し
か
し
、
引
き
渡
さ
れ
た
荘
票
は
恐
慌
か
ら
半
年
後
に
な
っ
て
も
一
枚
も
現
金

化
さ
れ
な
か

っ
た
。
張
人
駿
総
督
、
劉
嚢
孫
道
蓋
、
そ
し
て
資
子
貌
舎
審
官
は
、
各
鏡
荘
経
理
股
東
の
逮
捕
と
彼
ら
か
ら
の
負
債
償
還
の
約
束

(
m
M
〉

取
り
付
け
、
責
産
差
し
押
え
を
厳
命
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
う
わ
ベ
だ
け
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
(

お

)

な
ぜ
な
ら
彼
等
は
倒
産
し
た
鐘
妊
の
経
営
責
態
、
資
産
、
債
務
を
全
く
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
曾
審
街
門
が
強
引
な

(
川
品
〉

取
り
立
て
を
行
な
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
に
抵
抗
し
、
逃
亡
、
備
装
倒
産
、
外
園
人
を
煽
っ
て
介
入
さ
せ
る
股
東
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

- 65ー

一
九
一

O
年
年
末
迄
に
舎
審
街
門
が
身
柄
を
確
保
し
、
負
債
償
還
を
約
束
さ
せ
て
い
た
銭
荘
と
そ
の
股
東
は
表
2
が
示
す
通
り
、
教
え
る
程

し
か
い
な
か

っ
た
。
上
海
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
の
報
告
書
に
は
他
に
逃
亡
中
の
股
東
と
し
て
、
、
H
，
EHm州

ω
r
g
-
P
(源
利
、
音
大
鐘
荘
股
東
〉
、
周

友
蘭
(
森
源
銭
荘
経
理
〉
、
当
ロ

QMF・』

gm(元
豊
鎮
荘
股
東
)
、
陳
換
之
(
元
豊
鏡
荘
股
東
〉
、
唐
静
波
(
兆
康
銭
荘
、
元
豊
銭
荘
股
東
)
、
陳

(

白

山

)

徳
培
(
源
利
銭
荘
股
東
)
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
唐
静
波
と
陳
徳
培
で
あ
る
。
二
人
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
園
籍
を
取
得
し
て

(

叩

山

)

マ
カ
オ
に
逃
亡
し
て
お
り
、
唐
静
波
の
資
産
は
唐
紹
儀
に
よ
っ
て
匿
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
事
情
か
ら
外
因
企
業
に
劃
す
る
債
務
償
還
が
部
分
的
に
せ
よ
貫
現
し
た
の
は
源
利
銭
妊
の
み
で
あ
る
。
同
銀
荘
が
債
権
者
の
一
つ

で
あ
る
源
利
洋
行

3
z
d司
吋
者
向
包
除
。
0
・
〉
に
宛
て
た
書
簡
及
び
間
接
荘
の
破
産
贋
告
に
よ
れ
ば
、
同
鏡
荘
預
金
者
が
債
権
を
部
分
的
に

放
棄
す
る
こ
と
で
最
終
損
失
額
を
一
六

i
一
八
寓
商
と
見
積
も
り
、
股
東
に
排
済
さ
せ
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
源
利
銭
荘
の
五
名
の
股
東
中
三

307 
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智大銭荘 会大銭荘 森源銭荘 正7C銭在 兆康銭荘 謙余銭荘 外国企業別債権総額。 1，005 。 。 。 。 1，005 。 。100，000 。 。 。 100，000 。 。 。 154 1，876 。 2，030 。 。 。 8，243 。 。 8，243 。 。 。 2，149 3，285 。 5.434 。 。 。10，033 。 。 10，033 
5，220 4，000 。 2，365 13，598 。 25，183 。 。120，000 20，000 。 。 208，730 。 。 。 。 735 。 735 。 。 。 。 450 。 450 。 200 。 。 。 。 200 。 3.410 780 。l 。 。 4，190 。 。 。 。 1，090 。 1，090 。 。 。102，000 102，000 100，000 504，000 。 01 228，870 。 。 。 228，870 
10，200 。 。 。 。 。 49，310 。 。 。 。 。 。 2，859 。 802 。 。 。 559 1，361 。 597 。 。 。 。 3，128 
850 3，080 。 2，600 。 。 9，819 。 2，535 。 。 。 。 2，535 。 。 。 。 。 。 840 。 263 。 。 。 。 263 。 。 6，561 。 。 。 50，954 
16，270 15，892 456，211 147，544 123，034 100，559 1.221.262 

名
を
占
め
る
席
一
家
は
、
合
股
の
原
則
に
基
づ
き
出
資
額
に
腰
じ

て
債
務
を
鉾
済
し
た
後
、
保
有
す
る
資
産
を
上
海
銭
業
公
舎
董
事

永
盟
銭
荘
に
預
け
、
負
債
の
七

O
%を
返
済
し
た
。
し
か
し
残
る

No.97 to Peking， General Series， 1910 *は非イギリス系在華外因企業

来二
ぬ人
まの
ま股
倒東
産は
しマ
た37カ
。)オ

逃
亡
し

源
利
鏡
荘
t工
残
額
を
遅
済
出

源
利
銭
荘
の
場
合
は
あ
く
ま
で
例
外
に
過
ぎ
な
い
。
と
い
う
の

も
他
の
鏡
荘
の
股
東
は
、
賓
子
観
曾
審
官
と
互
い
に
気
脈
を
遁
じ

フ
レ
イ
ザ

1
線
領
事
に
よ
れ
ば
、
彼

あ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ら
は
逮
捕
後
も
舎
審
街
門
の
牢
獄
を
自
由
に
出
入
り
し
て

い
た

し
、
賓
子
貌
は
正
元
、
謙
余
、
兆
康
銭
荘
股
東
の
名
前
す
ら
礁
に

さ
ら
に
は
預
っ
て
レ
た
荘
票
の
一
部
を
「
古
く
な
っ
て

- 66一

知
ら
ず
、

い
る
」
と
い
う
理
由
で
瑳
行
元
の
銭
荘
に
返
却
し
て
い
た
程
だ

っ

(
お
〉

た
か
ら
で
あ
る
。

か
く
て
外
国
企
業
保
有
の
荘
票
は
一
四

O
寓
雨
分
を
除
い
て

枚
も
免
換
さ
れ
ぬ
ま
ま
、

倒
産
し
た
正
元
、
兆
康
、
謙
余
鏡
荘
の

(
m
w
)
 

責
産
は
上
海
純
一商
舎
の
管
轄
下
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
事
態
を

危
慎
し
た
フ
レ
イ
ザ

I
は
、
劉
裏
孫
道
蓋
に
射
し
て
外
園
企
業
が

保
有
す
る
荘
票
を
緊
急
融
資
残
高
で
現
金
化
す
る
よ
う
再
度
要
求

す
る
と
と
も
に
、
陳
逸
卿
・
戴
嘉
賓
の
資
産
吠
況
、
特
に
外
園
人
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表 1:外因企業の債権総額 (1910年年末段階〉

源利銭荘 徳源銭荘 源吉銭荘 冗豊銭荘

W. Hewett & Co. 。 。 。 。
G. Reiss & Co. 。 。 。 。
Jones Bros. 。 。 。 。
Ilb官民&Co. 。 。 。 。
E.D. Sassoon & Co. 。 。 。 。
Brunner. Mond 。 OIShawTwe巴d&Co. 。
D. Sassoon & Co.. 。 。 。 。
Blsset &Co. 17.730 。 。51.000 
Maltiand & Co. 。 。 。 。
* Frazer & Co. 。 。 。 。
A1ex. Ross & Co.. 。 。 。 。
* Rohde &Co 。 。 。 。
S. J. David & Co.. 。 。 。 。
Chlna Mutual Jnsurance Company 。100.000 100.000 。
Bariow&Co 。 。 。 。
Shaw Tweed & Co. 39.110 。 。 。
*U世nann&Co. 。 。 。2.859 
Fearon Dar吐ei&Co 。 。 。 。
Chartered Bank 。 。 。2.531 
Butteげ1巴id&Swlre 。 。 。3.289 
* Ebbeke & Co. 。 。 。 。
* Schaar & Wortロlal111 。 。 。 840 
R. Haworth & Co. 。 。 。 。
Shewan Tomes & Co 16.860 。 。27.533 
銭荘別債務総額 73.700 100.000 100.000 88.052 

出典:F0228j2506 Enclosure No.ll in Consul-General Warren's Despatch 

〈

的

)

が
抵
嘗
権
を
有
す
る
資
産
の
保
存
朕
況
を
問
い
合
わ
せ
た
。
し
か

し
劉
裏
孫
は
緊
急
融
資
契
約
第
一
俊
後
宇
部
分
の
字
義
通
り
の
解

揮
に
固
執
し
、
外
因
企
業
保
有
の
荘
票
免
換
は
、
あ
く
ま
で
こ
れ

を
護
行
し
た
銭
荘
の
経
理
股
東
が
自
己
の
責
任
に
お
い
て
行
な
う

(

H

U

)

 

べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
嵐
さ
な
か
っ
た
。

雨
者
の
封
立
が
最
も
尖
鋭
化
し
た
の
が
、
舎
審
街
門
の
獄
中
に

あ
る
陳
逸
卿
、
戴
嘉
賓
の
身
柄
引
き
渡
し
問
題
で
あ
る
。
フ
レ
イ

ザ

l
糟
領
事
並
び
に
列
園
領
事
側
は
、
二
人
の
資
産
は
外
因
企
業

の
債
権
回
牧
に
優
先
的
に
充
賞
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
、

そ
れ
故
恐
慌
勃
震
以
来
二
人
の
身
柄
引
き
渡
し
に
は
絶
封
に
麿
じ

(

位

)

な
か
っ
た
。
こ
れ
に
射
し
て
奈
乃
埠
、
劉
裏
孫
等
は
、
二
人
の
責

- 67ー

産
は
も
と
よ
り
倒
産
し
た
銭
荘
の
全
資
産
を
全
債
権
者
に
劃
し
て

公
卒
に
分
配
す
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
に
立
ち
、
二
人
の
身
柄
引

き
渡
し
を
要
求
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
封
立
の
結
果
、
劉
裏

訴
は
陳
逸
卿
と
戴
嘉
賓
の
資
産
目
録
を
遂
に
公
開
出
来
な
か
っ

(
円
相
)

た
。
雨
者
が
一
致
し
た
の
は
、
正
元
、
兆
康
、
謙
余
三
銭
荘
の
経

理
股
東
の
資
産
を
可
能
な
限
り
差
し
押
さ
え
、
そ
の
目
録
を
作
成

公
開
す
る
こ
と
だ
け
だ
っ
た
。

を
管
理
し
、

か
か
る
朕
況
下
で
三
銭
荘
の
資
産

そ
の
荘
票
の
党
換
に
最
終
的
な
責
任
を
捨
わ
さ
れ
た
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表2: 1910年年末に曾審街門が逮捕した陳逸卿，裁嘉賓以外の銭廷の股東

股東の氏名、所属先身分

席鱈筆、席立功

陸運生、唐晋粛、意錦祷(晋大銭荘董事兼任)

陸達生

銭荘名

源利銭荘

元豊銭荘

謙余銭荘

出典:F0228/2506 Enclosure No.9 in Consul-General Warren's Despatch 

No.97， Dec. 12，1910及び『申報」の諸記事

表3:上海銭業公舎が保管管理していた正元，兆康，謙余銭廷の資産内議

正元銭荘資産 金額(11，.) | 金値 11，

荘東建て資産(本県存款) 3.467.300 
道台が保管する現金(道署現銀) 143.300 
中国通商銀行が保管する現金(通商銀行現銀) 49.478 

道台が保管する荘東.不動産鉦書，有価柾非(道署期票用単契券等項) 492.000 金額(11，.)
合計 4.152.078 現金のみの合計 192.778 

兆康銭王E資産 金額(百s.)

在県建て資産(本県存款) 1.934.900 
道台が保管する現金{道署現銀) 203.500 
中国通商銀行が保管する現金(通商銀行現銀) 14.700 
道台が保管する荘東，不動産証書，有価証鼻(道署期摂用単契鼻等項) 219.200 1金額(百s.)

合計 2.372.300 現金のみの合計! 218.200 

金額(甘~I厳余錨在資産 金額(11，.)

荘東建て資産(本票存款) 554.500 
道台が保管する現金(道署現銀} 66.600 
中国通商銀行が保管する現金(通商銀行現銀) 1.000 
道台が保管する荘票，不動産証書，有価証券(道署期票用単契券等項) 51.700 
道台が保管する正π錨在発行の荘東(道署iE.n:銭荘本県) 300.000 

合計 973.800 現金のみの合計 52.700 

資産総額 7.498.178 現金のみの合計 463.678 

出典:F0228/2807 Enclosure Mr. Fraser's No.20 of Feb. 28， 1911; F0228/1812 
Chinese Enclosure No.4 of 1911 

くを
か
上け
海らイ
銭れギ
業てリ
公 L、ス

曾た側
で L か
あ五二ら

zagz 
0，-""商着

彼曾服
らでの
がは疑
作ない

の
は
、

成
し
た
三
銭
荘
の
責
産
目
録
が
表

3
で
あ

る。
表
3
に
示
さ
れ
た
三
銭
荘
資
産
の
名
目
総

額
は
、
表
ー
は
も
と
よ
り
七
百
寓
南
に
達
す

る
と
試
算
さ
れ
た
負
債
総
額
を
遥
か
に
上
回

し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
荘
票
、

る。

株

- 68ー

式
、
不
動
産
謹
書
等
の
額
面
債
値
が
そ
の
ま

(

必

)

ま
通
用
す
る
と
偲
定
し
て
の
話
で
あ
る
。
資

産
管
理
を
任
さ
れ
た
上
海
銭
業
公
舎
に
も
、

押
牧
し
た
荘
票
及
び
他
の
有
債
謹
4
7
の
現
金

化
を
ど
う
進
め
れ
ば
よ
い

の
か
慮
置
に
困
る

黙
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
正

元
、
兆
康
、
謙
余
銭
荘
の
経
理
を
保
誼
人
を

立
て
、
巌
重
な
監
視
附
き
で
俵
樺
放
し
、
債

務
償
還
問
題
に
協
力
さ
せ
る
こ
と
を
フ
レ
イ

ザ

1
穂
領
事
を
介
し
て
劉
道
蓋
に
提
案
し



ハ
日
明
〉

た。

一
九
一
一
年
四
月
末
に
上
海
銭
業
公
舎
が
三
銭
荘
護
行
の
債
権
者
に
手
持
ち
の
荘

(
U〉

票
の
提
出
登
記
を
呼
び
掛
け
た
後
も
債
務
償
還
作
業
が
一
向
に
捗
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
徐
々
に
態
度
を
軟
化
さ
せ
た
。
ま
ず
舎
審
街
門
に
命

じ
て
三
銭
荘
の
股
東
経
理
を
一
律
に
召
還
さ
せ
、
債
権
者
債
務
者
墾
方
の
謹
援
護
言
を
集
め
さ
せ
た
後
、
三
銭
荘
の
負
債
を
公
卒
に
扱
う
こ
と

(

必

)

を
傑
件
に
、
上
海
純
一
商
舎
の
董
事
、
沈
鰻
雲
、
部
琴
溝
、
陳
潤
夫
等
を
保
詮
人
に
立
て
て
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
彼
ら
を
恒
樟
放
し
た
。
そ

の
結
果
、
上
海
銭
業
公
舎
に
よ
る
三
銭
涯
の
債
務
償
還
問
題
は
、
正
元
鏡
荘
護
行
荘
票
は
額
面
の
六
%
、
兆
康
銭
荘
の
荘
票
は
額
面
の
一
二

(

川

崎

)

%
、
謙
余
銭
荘
の
そ
れ
は
額
面
一
一
%
で
上
海
銭
業
公
舎
が
買
い
取
る
こ
と
が
八
月
八
日
に
新
聞
贋
告
で
通
知
さ
れ
て
決
着
し
た
。
し
か
し
、

荘
票
の
買
い
取
り
率
の
低
さ
が
暗
示
す
る
よ
う
に
、
債
擢
者
が
こ
の
措
置
に
納
得
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
贋
告

が
公
に
な
っ
た
後
、
列
園
領
事
圏
は
今
度
は
革
命
に
よ
っ
て
権
力
を
掌
握
し
た
上
海
都
督
陳
其
美
、
愛
世
凱
と
交
渉
を
績
け
、
遂
に
外
因
企
業

(

印

〉

が
保
有
す
る
荘
票
の
額
面
逼
り
の
免
換
に
成
功
す
る
か
ら
で
あ
る
。

劉
裏
孫
は
嘗
初
こ
の
提
案
を
担
否
し
て
い
た
。
し
か
し
、

舎
審
街
門
は
こ
れ
と
前
後
し
て
、

額
の
債
務
不
履
行
事
件
の
審
理
も
行
な
っ
た
。
表
1
に
記
さ
れ
た
債
務
金
額
の
小
規
模
な
事
件
も
し
く
は
非
イ
ギ
リ
ス
系
企
業
が
持
ち
込
ん
だ

債
務
訴
訟
は
こ
の
時
期
に
鹿
理
さ
れ
た
ら
し
い
。
こ
れ
ら
を
除
外
し
、
一
九
一
一
年
四
月
の
時
貼
で
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
が
掌
握
し
て
い
た
イ
ギ

リ
ス
系
企
業
保
有
の
不
良
債
権
一
覧
が
表
4
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
史
料
に
よ
っ
て
そ
の
輪
郭
が
あ
る
程
度
復
元
出
来
る
の
は
、
以
下
の
民
事

プ
レ
イ
ザ
l
穂
領
事
の
勤
め
に
従
っ
て
外
国
企
業
が
起
こ
し
た
鏡
荘
を
相
手
取
っ
た
比
較
的
小
規
模
な
金

- 69ー

訴
訟
で
あ
る
。

ω「
新
旗
昌
洋
行

Q
Z
4
4
2
叶

0
5
2
h
r
n
0・
)
針
源
利
鏡
荘
事
件
」

こ
の
事
件
は
、
倒
産
し
た
源
利
銭
荘
の
股
東
中
、
マ
カ
オ
に
逃
亡
し
た
唐
静
波
、
並
び
に
舎
審
街
門
に
一
日
一
は
身
柄
を
拘
束
さ
れ
な
が
ら
そ

の
後
消
息
不
明
と
な
っ
た
陸
運
生
、
唐
E

日
粛
を
相
手
取
っ
て
起
こ
さ
れ
た
訴
訟
で
あ
る
。
舎
審
街
門
が
い
く
ら
出
廷
を
命
じ
て
も
被
告
は
こ
れ

に
慮
じ
よ
う
と
せ
ず
、
上
海
道
華
、
南
江
穂
督
を
介
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
事
に
唐
静
波
の
逮
捕
引
渡
し
を
要
請
し
て
も
、
貧
現
の
見
込
み
が
立

311 
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冗代銭荘 会大銭荘 森源銭荘 正元銭荘 兆廉銭荘 謙余銭在 外国企業別債権総額。 。 。102，000 102，000 100，000 504，000 。 。228，870 。 。 。 228，870 。 。 。 。 。 。 38，938 。 488 。 。 。 559 1.047 。 603 。 。 。 。 603 。 。 。 。 。 。 10，800 。 。 。 152 1，876 。 2，028 。 。 。 8，243 。 。 8，243 。 。 。 3，149 3，285 。 6，434 。 。 。 10，033 。 。 10，033 。 。 。 2，365 2，738 。 18，589 
600 。40，000 20，000 。 。 124，912 。 481 7，748 。 。 。 8，229 。 。 。 。 1，090 。 1，090 。 。 。 。 735 。 735 。 。 2，586 。 。 。 38，101 

600 1，572 279，204 145，942 111，724 100，559 1.002，652 

一
九
一
一
年
七
月
に
な
っ
て
原
告
側
が
荘
票
決
済
が
複
雑
で

(

日

)

あ
る
こ
と
を
申
し
立
て
、
審
理
は
無
期
延
期
と
な
っ
た
。

ω
「
長
利
洋
行
(
目
印
凹
2
h
r

。
。
・
)
、
源
利
洋
行

(
ω
g
t〈
吋
毛
市
包
待
。
0
・
)

樹
元
盟
、
音
大
、
協
大
、
源
利
銭
荘
事
件
」

た
な
か
っ
た
。
結
局
、

原
告
は
元
盟
銭
荘
の
呉
基
策
、
呂
田
大
銭
荘
の
経
理
実
錦
賛
、
協
大
銭
荘
の
経
理
戚

永
森
等
を
債
務
不
履
行
で
舎
審
街
門
に
告
訴
し
た
。
原
告
側
の
要
求
は
、
源
利
洋
行

が
亥
錦
粛
に
劃
し
て
六
、
ご
一

O
雨
、
長
利
洋
行
が
戚
、
氷
森
に
劃
し
て
入
、
六

O
O

雨
の
荘
票
を
現
金
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
被
告
側
は
債
務
不
履
行

が
生
じ
た
原
因
は
全
て
陳
逸
卿
の
債
務
不
履
行
に
あ
っ
た
と
主
張
し
、
結
局

ωと
同

(

臼

)

様
解
決
の
目
慮
が
立
た
ぬ
ま
ま
、
慮
分
保
留
と
な
っ
た
。
こ
の
後
八
月
に
な
っ
て
曾

- 70-

審
街
門
は
唐
静
波
と
陳
徳
培
の
召
還
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
漢
口
に
あ
る
三

O
高
雨

相
嘗
の
唐
静
波
の
資
産
を
兆
康
・
元
豊
銭
荘
の
債
務
償
還
に
充
て
る
こ
と
、
並
び
に

源
利
銭
荘
に
劃
す
る
陳
徳
培
の
負
債
全
額
償
還
に
同
意
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ

(

臼

)

の
二
つ
の
事
件
は
あ
る
程
度
解
決
の
目
慮
が
立
っ
た
。

ω
「
泰
隆
洋
行
(
∞
R
F
t〈
待
。
。
・
)
、
茂
和
洋
行
(
出
口
ぬ
0
・
刃
包
g
h
w
h
o
-
)

封
劉
皐
詞
(
問
努
)
事
件
」

被
告
は
森
源
銭
荘
の
盟
濁
出
資
者
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
資
本
金
三
千
南
を
経
理
の

周
友
蘭
に
持
ち
逃
げ
さ
れ
、
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
の
事
貨
を
新
聞
慶
告
等
に

よ
っ
て
告
知
せ
ぬ
ま
ま
引
退
(
退
股
〉
し
た
こ
と
か
ら
、
森
源
銭
荘
護
行
の
荘
票
も
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表4.:外閣企業の債権総額 (1911年4月段階〉

源刺銭荘 徳源銭荘 源吉銭荘 冗隻銭荘 協大銭荘 晋大銭荘

Chlna Mutual Insuran旬 Co. 。100，000 100，000 。 。 。
Barlow&Co. 。 。 。 。 。 。
Shaw Tweed & C。 31，288 。 。 。 01 7，650 

F田 r回 nDanlel & Co. 。 。 。 。 。 。
W. Kennett & Co. 。 。 。 。 。 。
B叫dtJoh Alang Co. Ld. 。 。 。10，800 。 。
Jones Bros 。 。 。 。 。 。
llbert & Co. 。 。 。 。 。 。
E.D.S出 S∞n&Co. 。 。 。 。 。 。
Bowrner Mond & Co. 。 。 。 。 。 。
D.S出 S∞n&Co. 。 。 13，486 。 。 。
Bisse抗&Co: 14，184 。 49，528 。 600 。
A. Ross&Co. 。 。 。 。 。 。
S. J. Davld & Co. 。 。 。 。 。 。
Maitland & Co. 。 。 。 。 。 。
Shewan Tomes & co 13，488 。 。22，027 。 。
銭在lJlJ対外国企業債務総額 58，960 100，000 163，014 32.827 600 7.650 

出典:F0228/2507 Enclosure No.8 in Mr. Fraser's No.45 of 21 April 1911 

し
く
は
同
鏡
荘
宛
荘
票
の
保
持
者
が
債
務
不
履
行
で
劉
皐
詞
を
告
訴
に
及
ん
だ
。
劉

拳
詞
は
身
柄
を
舎
審
衛
門
に
拘
束
さ
れ
た
も
の
の
、
上
記
の
理
由
に
よ
り
返
済
責
任

は
な
い
と
主
張
し
た
。
被
告
側
主
張
の
裏
附
け
調
査
は
上
海
銭
業
公
舎
に
委
ね
ら
れ

た
が
、
森
源
銭
荘
の
経
営
規
模
が
あ
ま
り
に
小
さ
か
っ
た
た
め
被
告
側
の
主
張
を
文

書
に
よ
っ
て
確
認
出
来
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
調
査
過
程
で
債
権
者
の
多
く
は

告
訴
を
取
り
下
げ
た
。
例
外
は
、
陳
逸
卿
が
経
営
す
る
職
入
商
一
口
問
卸
買
り
問
屋
、
慶

余
競
か
ら
額
面
二
二
八
、
八
七

O
南
の
森
源
銭
荘
宛
荘
票
を
商
一
品
代
債
と
し
て
受
け

取
っ
た
泰
隆
洋
行
と
、
同
じ
く
戴
嘉
賓
の
経
営
す
る
賓
康
洋
貨
行
か
ら
額
面
七
、
五

O
O雨
の
荘
票
を
受
け
取
っ
た
〉
-
M
N
o
a
h
w
の
0

・
、
そ
し
て
茂
和
洋
行
(
債
権
規
模

(

弘

〉

不
明
)
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
審
理
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。

以
上
三
件
中
二
件
ま
で
が
陳
逸
卿
の
不
良
債
権
が
直
接
間
接
の
原
因
で
護
生
し
た

民
事
訴
訟
で
あ
り
、
陳
逸
卿
か
ら
の
債
権
回
牧
が
賓
現
し
な
け
れ
ば
解
決
不
可
能
で

-71ー

あ
っ
た
。
恐
ら
く
そ
う
し
た
目
的
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
舎
審
街
門
は
陳
逸
卿
本
人
も

し
く
は
彼
の
資
産
を
め
ぐ
る
民
事
訴
訟
の
審
理
も
並
行
し
て
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
ゴ
ム
株
式
恐
慌
」
前
夜
の
陳
逸
卿
の
具
瞳
的
行
動
を

解
明
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。陳

逸
卿
の
債
務
に
関
連
す
る
訴
訟

ω「
恰
和
洋
行

(
F
E
5
9
富田仲
r
g
g
h
w
の
0
・
)
劃
陳
逸
卿
事
件
」
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「
ゴ
ム
株
式
恐
慌
」
を
引
き
起
こ
し
た
張
本
人
と
し
て
多
く
の
史
料
で
そ
の
名
が
取
り
沙
汰
さ
れ
な
が
ら
、
陳
逸
卿
本
人
を
相
手
取
っ
て
訴

訟
に
及
ん
だ
事
件
で
記
録
が
残
っ
て
い
る
の
は
こ
れ
し
か
な
い
。
審
理
は
洋
務
局
で
劉
裏
孫
道
蓋
、
フ
ァ

l
ガ
ソ
ン
イ
ギ
リ
ス
領
事
、
ガ
l
ス

テ
ィ
ン
副
領
事
立
ち
舎
い
の
下
で
行
な
わ
れ
た
。
起
訴
吠
に
よ
れ
ば
、
陳
逸
卿
は
「
ゴ
ム
株
式
恐
慌
」
前
夜
、
正
元
・
兆
康
銭
荘
の
資
金
繰
り

華
比
銀
行
(
回
目
ρ
5
L
m
ω
E
0・
∞
巾
ぽ
巾
)
、
花
旗
銀
行
(
子
市

香
港
上
海
銀
行
、

が
悪
化
し
た
こ
と
を
理
由
に
原
告
か
ら
現
銀
五

O
寓
雨
を
、

F
Z
E白
色
。
ロ
白
]
切

S
Eロ
ぬ
の
o
G
0
3己
oる
か

ら
四
O
寓
雨
、
慶
余
洋
貨
披
(
陳
逸
卿
の
経
営
す
る
庖
〉
か
ら
現
銀
一

O
高
南
を
借
り
受
け
た
。

難
に
な
っ
た
。

嘗
初
の
議
定
で
は
、
返
済
は
天
津
か
ら
迭
ら
れ
て
く
る
銀
雨
建
痛
替
で
行
な
わ
れ
る
筈
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
恐
慌
勃
震
に
よ
り
こ
れ
が
質
現
困

陳
逸
卿
は
自
己
資
産
〈
総
額
一
九
O
高
雨
、
こ
れ
を
源
利
、
長
利
銭
荘
、
茂
和
洋
行
が
管
理
、
そ
の
内
現
金
は
八
0
1九
O
寓
雨
、
残
り
は

株
券
、
不
動
産
権
利
書
〉
で
の
返
済
を
約
束
し
て
い
た
が
、

そ
れ
も
察
乃
埠
道
蓋
に
よ
る
差
し
押
さ
え
に
よ
り
不
可
能
に
な
っ
た
。

こ
の
訴
訟
で
あ
る
。
債
権
者
中
、
香
港
上
海
銀
行

・
筆
比
銀
行
か
ら
の
告
訴
は
既
に
原
告
側
勝
訴
で
決
着
し
て
お
り
、
原
告
と
の
訴
訟
の
み
が

(

お

)

報
道
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
が

提
出
さ
れ
た
謹
擦
書
類
か
ら
、
原
告
か
ら
の
融
資
五

O
高
雨
中
三
五
寓
南
は
正
元
銭
荘
に
、

一
五
寓
雨
は
兆
康
鎮
荘
経
由
で
慶
余
洋
貨
披
に

渡
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
正
元
銭
荘
の
経
理
、
何
兆
政
と
兆
康
銭
荘
の
経
理
、
競
買
炎
の
謹
言
に
よ
れ
ば
、
雨
銭
荘
と
も
原
告
か
ら
の
融

資
を
陳
逸
卿
に
依
頼
し
た
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
こ
の
融
資
は
陳
逸
卿
自
身
の
判
断
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
自
身
に
返
済
責
任
が
あ
る

-72ー

と
い
う
の
が
雨
銭
荘
側
の
主
張
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
陳
逸
卿
自
身
は
、
今
回
の
訴
訟
が
正
元
銭
荘
の
股
東
、
郎
問
庵
と
郎
竹
筒
の
企
ん

だ
民
で
あ
る
と
反
論
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、

二
人
は
金
融
逼
迫
時
に
惜
担
保
も
と
ら
ず
に
荘
票
を
蹴
護
し
て
正
元
銭
荘
を
倒
産
に
追
い
込
ん
で
お

き
な
が
ら
、
陳
逸
卿
が
こ
れ
ら
の
荘
票
に
今
に
何
十
寓
南
も
の
現
銀
が
還
流
す
る
と
鉛
筆
で
書
き
込
ん
だ
と
後
め
だ
て
て
劉
裏
孫
道
蓋
に
告
設

(
日
〉

し
た
の
だ
と
い
う
。

こ
の
事
件
の
争
黙
は
、
原
告
の
融
資
相
手
は
陳
逸
卿
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
正
元
銭
荘
と
慶
余
洋
貨
披
な
の
か
と
い
う
黙
に
あ
っ
た
。
陳

逸
卿
の
謹
言
が
正
し
け
れ
ば
、
陳
逸
卿
に
劃
す
る
融
資
は
全
て
彼
を
経
由
し
て
正
元
銭
荘
に
劃
し
て
行
な
わ
れ
た
融
資
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
、



返
済
責
任
は
彼
で
は
な
く
正
元
銭
荘
と
慶
余
洋
貨
競
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
正
元
、
兆
康
銭
荘
の
経
理
の
謹
言
を
信
じ
る
な
ら
ば
陳
逸
卿

に
返
済
責
任
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
法
廷
に
提
出
さ
れ
た
詮
援
書
類
を
検
討
し
た
劉
道
蓋
等
は
、
原
告
側
勝
訴
を
言
い
渡
す
と
共
に
、
陳
逸
卿

の
主
張
を
斥
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
彼
は
負
債
を
自
ら
の
財
産
で
返
済
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
が
公
式
に
確
認
さ
れ
た
。
陳
逸
卿
は
こ
の
事
件

(

貯

〉

(

m

∞)

の
他
に
も
敷
十
件
も
の
債
務
不
履
行
訴
訟
の
被
告
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
剣
決
は
そ
れ
ら
に
も
甚
大
な
影
響
を
興
え
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

従
っ
て
次
は
、
複
数
い
た
筈
の
彼
の
債
権
者
の
聞
で
彼
の
資
産
に
劃
す
る
優
先
順
位
を
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
る
か
と
い
う
方
法
が
問
題
に
な

る
。
こ
れ
が
争
わ
れ
た
の
が
次
に
紹
介
す
る
民
事
訴
訟
で
あ
る
。

(

回

)

ω「
兆
豊
銭
荘
劃
泰
隆
洋
行
(
回
日
-
0
4
『
待
。
。
・
)
事
件
」

こ
の
事
件
は
、
陳
逸
卿
の
破
産
直
後
、
彼
の
資
産
を
い
ち
早
く
差
し
押
さ
え
た
中
園
人
債
権
者
が
、
同
じ
資
産
に
謝
す
る
「
先
取
り
特
櫨
」

(

印

〉

を
主
張
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
債
権
者
を
相
手
取
っ
て
起
こ
さ
れ
た
。
雨
者
が
所
有
権
を
争
っ
た
封
象
は
、
被
告
が
陳
逸
卿
の
依
頼
を
受
け
て
保
管

し
て
い
た
八

O
箱
の
綿
製
品
と
こ
れ
に
劃
す
る
二
九
遁
の
荷
渡
指
園
書
で
あ
る
。
審
理
は
上
海
イ
ギ
リ
ス
最
高
法
廷
で
行
な
わ
れ
た
。

起
訴
扶
に
よ
れ
ば
、
問
題
と
な
っ
た
二
九
逼
の
荷
渡
指
園
書
は
い
ず
れ
も
被
告
が
護
行
し
、
陳
逸
卿
か
ら
原
告
に
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
荷
渡
指
圃
書
は
三
遁
を
除
い
て
い
ず
れ
も
露
清
銀
行
、
香
港
上
海
銀
行
、
花
旗
銀
行
及
び
そ
の
後
の
所
持
人
に
よ
っ
て
二
重
に
無
記
名
裏

- 73ー

書
き
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
全
て
イ
ギ
リ
ス
木
園
の
「
債
権
金
融
業
者
法
令
宮
司

2
8
P
〉
2
0町
民
活
)
」
並
び
に
「
物
品
貰
買
法
令

Z

ω丘町
O
向
。
。
。
含
〉
ロ
件
。
同

5
8〉
」
の
範
闇
内
に
あ
る
書
類
で
あ
る
。
上
海
の
中
園
一
商
人
の
取
引
慣
行
に
よ
れ
ば
、
外
園
企
業
の
倉
庫
に
保
管

さ
れ
た
商
品
の
所
有
権
は
、
そ
の
荷
の
明
細
を
記
載
し
た
書
類
の
引
渡
し
と
同
時
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
同
じ
く
荷
渡
指
圃
書
に

記
さ
れ
た
商
品
の
引
渡
し
は
、
こ
れ
を
護
行
し
た
企
業
が
そ
の
保
持
者
に
封
し
て
行
な
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
被
告
は
原

告
へ
の
こ
の
商
品
の
引
き
渡
し
あ
る
い
は
代
債
支
排
い
を
桓
み
遁
し
た
。
そ
の
た
め
、
原
告
側
は
綿
製
品
も
し
く
は
そ
の
代
債
、
留
置
に
よ
る

(

侃

)

損
害
料
二
千
雨
、
及
び
訴
訟
費
用
を
請
求
し
て
こ
の
訴
訟
に
及
ん
だ
。

被
告
側
は
、
荷
渡
指
圃
書
の
形
式
及
び
こ
れ
ら
が
無
名
裏
書
き
さ
れ
て
い
た
事
買
を
除
い
て
起
訴
肢
の
内
容
を
一
切
否
定
し
た
。
そ
の
反
論
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書
に
擦
れ
ば
、
件
の
荷
渡
指
聞
書
は
陳
逸
卿
の
事
務
所
金
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
の
を
、
原
告
が
一
九
一

O
年
七
月
一
一
一
一
日
に
陳
逸
卿
の
舎
計

係
を
脅
迫
し
て
奪
い
取
っ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
行
震
は
、
曾
審
街
門
が
陳
逸
卿
の
身
柄
を
逮
捕
拘
束
し
、
彼
自
身
の
一
意
思
に
よ
る
支
燐
い
が

不
可
能
な
時
貼
で
行
わ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
原
告
の
行
痛
は
陳
逸
卿
の
他
の
債
権
者
全
瞳
に
劃
す
る
詐
欺
的
行
震
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
更
に

陳
逸
卿
は
、
被
告
に
劃
し
て
二
九
通
の
荷
渡
指
固
書
の
示
す
綿
製
品
の
一
部
を
含
む
二
四
箱
の
綿
製
品
へ
の
支
燐
い
を
済
ま
せ
て
お
ら
ず
、
そ

の
所
有
権
は
ま
だ
被
告
か
ら
陳
逸
卿
に
移
行
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
二
四
箱
に
つ
い
て
は
被
告
側
に
「
先
取
り
特
権
」
が
あ
り
、
原
告

(

臼

)

の
要
求
に
は
麿
じ
ら
れ
な
い
と
。

一
つ
は
原
告
に
よ
る
二
九
逼
の
荷
渡
指
園
書
の
書
類
と
し
て
の
有
数
性
を
重
視
す
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も

原
告
に
よ
る
そ
の
入
手
方
法
の
是
非
を
問
う
べ
き
か
で
あ
る
。
次
に
原
告
が
陳
逸
卿
の
事
務
所
か
ら
荷
渡
指
聞
書
を
持
ち
去
っ
た
時
貼
で
陳
逸

こ
の
事
件
の
争
黙
は
三
つ
あ
る
。

卿
が
支
排
い
不
能
で
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
貼
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
は
荷
渡
指
園
書
に
射
す
る
被
告
の

「
先
取
り
特
権
」
が
客
観
的
に
謹
明

で
き
る
か
否
か
で
あ
る
。
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原
告
側
に
よ
れ
ば
、
陳
逸
卿
は
原
告
に
六
寓
八
千
南
の
負
債
が
あ
り
、
他
の
銭
荘
へ
の
負
債
と
併
せ
る
と
そ
の
額
は
九

O
寓
南
に
上
る
。
原

告
が
陳
逸
卿
の
事
務
所
か
ら
荷
渡
指
闘
霊
園
を
持
ち
去
っ
た
の
は
陳
逸
卿
の
逮
捕
直
後
で
、
ま
だ
破
産
宣
告
を
受
け
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
破
産
管

財
人
は
彼
の
資
産
を
保
管
し
て
い
な
か
っ
た
。
荷
渡
指
園
書
を
彼
の
事
務
所
か
ら
持
ち
去
っ
た
の
は
、
原
告
側
の
書
簡
蓋
帳

(
n
r
x
r
o
o
r
)
の

ハ
臼
)

記
載
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
し
、
こ
れ
は
兆
盟
銭
荘
経
理
の
謹
言
に
よ
っ
て
裏
附
け
ら
れ
る
。
ま
た
、

荷
渡
指
園
室
田
回
牧
後
こ
れ
を
提
示

し
た
時
も
、

被
告
と
新
旗
昌
洋
行
以
外
は
全
て
原
告
側
へ
の
所
有
権
移
行
を
容
認
し
て
い
た
。

従
っ
て
原
告
側
の
所
有
権
主
張
は
明
白
で
あ

る。
こ
れ
に
射
し
被
告
側
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。
陳
逸
卿
の
債
権
者
は
中
国
人
だ
け
で
は
な
い
。
原
告
に
よ
る
荷
渡
指
園
書
持
ち
去
り
は
、

舎
審
街
門
が
陳
逸
卿
の
身
柄
拘
束
と
彼
の
邸
宅

・
資
産
封
鎖
が
行
な
わ
れ
た
七
月
三

O
日
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ

ス
物
品
買
買

法
に
照
ら
し
て
全
て
違
法
行
震
で
あ
る
。
従
っ
て
原
告
の
所
有
権
は
認
め
ら
れ
な
い
と
。
原
告
側
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
を
中
園
人
で
あ
る
原
告
に



適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
抗
嬉
し
た
が
、
審
理
を
措
嘗
し
た
ブ

1
ン
(
司
・

ω・
〉

-
w
o
c自
由
〉
剣
事
は
七
月
五
日
の
公
剣
で
こ
の
主
張
を
斥

(

臼

)

け
る
剣
決
を
下
し
、
第
一
の
争
貼
に
つ
い
て
の
論
争
は
決
着
し
た
。

残
る
二
つ
の
争
貼
に
つ
い
て
の
審
理
は
七
月
六
日
の
公
剣
及
び
剣
決
言
い
渡
し
で
行
な
わ
れ
た
。
被
告
側
は
第
二
の
争
貼
を
特
定
時
貼
で
の

陳
逸
卿
の
立
場
と
譲
渡
能
力
の
問
題
と
位
置
附
け
て
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
ま
ず
陳
逸
卿
が

E
額
の
負
債
を
抱
え
て
支
排
不
能
に
陥
っ
て
い

た
の
は
疑
い
な
い
。
彼
は
原
告
を
含
む
多
く
の
債
権
者
が
彼
の
事
務
所
に
押
し
か
け
た
七
月
一
一
一
一
日
よ
り
も
六
日
も
前
に
舎
審
街
門
に
身
柄
を

拘
束
さ
れ
て
お
り
、
第
三
者
を
介
し
た
資
産
の
債
権
者
譲
渡
は
絶
叫
到
不
可
能
だ
っ
た
。
陳
逸
卿
が
支
排
不
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
客
観
的
に
剣
断

す
る
規
準
と
し
て
の
破
産
法
は
中
園
に
存
在
し
て
い
な
い
が
、
彼
の
破
産
は
誰
が
見
て
も
明
白
で
あ
る
と
。
こ
れ
に
劃
し
て
原
告
側
は
陳
逸
卿

(
臼
〉

の
破
産
と
荷
渡
指
園
書
の
原
告
へ
の
譲
渡
が
中
園
の
法
に
照
ら
し
て
違
法
で
あ
る
と
い
う
物
的
誼
擦
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
と
反
論
し
た
。

こ
の
訴
訟
審
理
が
難
航
し
た
理
由
は
、
中
園
に
「
先
取
り
特
権
」
を
定
義
し
た
濁
自
の
措
保
物
件
法
、
破
産
法
が
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

そ
こ
で
ブ

l
γ
判
事
は
、
原
告
が
荷
渡
指
圃
書
を
取
得
し
た
時
貼
で
陳
逸
卿
が
自
己
の
資
産
を
自
由
に
昆
分
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
か
否
か
を

検
詮
す
る
こ
と
で
判
断
を
下
し
た
。
曾
審
衛
門
は
イ
ギ
リ
ス
本
園
で
外
園
法
が
適
用
さ
れ
る
の
と
同
じ
原
則
に
従
い
、
イ
ギ
リ
ス
人
補
佐
人
が

陳
逸
卿
に
そ
の
資
産
慮
理
能
力
が
な
か
っ
た
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
こ
こ
に
陳
逸
卿
の
資
産
は
中
園
人
と
外
園
人
銀
行
家
、
も
し
く
は
舎
計
土

が
全
債
権
者
を
代
表
し
て
管
理
す
べ
き
こ
と
が
言
い
渡
さ
れ
、
原
告
が
陳
逸
卿
の
資
産
の
一
部
で
あ
る
荷
渡
指
園
書
を
勝
手
に
持
ち
去
っ
た
こ

(

日

)

と
に
合
法
性
は
な
い
と
い
う
判
断
が
下
さ
れ
、
原
告
側
敗
訴
が
確
定
し
た
。

こ
の
判
決
に
よ
っ
て
上
海
イ
ギ
リ
ス
最
高
法
廷
は
、
中
園
一
商
人
も
し
く
は
銭
荘
の
倒
産
が
引
き
起
こ
し
た
債
権
債
務
訴
訟
に
イ
ギ
リ
ス
私
法

瞳
系
が
適
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
私
法
瞳
系
に
封
躍
す
る
濁
自
の
法
瞳
系
を
持
た
な
か
っ
た
中
園
人
債
擢

者
を
著
し
く
不
利
な
立
場
に
置
く
こ
と
を
一
意
味
し
た
。
そ
の
典
型
例
が
次
に
示
す
民
事
訴
訟
で
あ
る
。

317 
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四

「
華
的
(
]
〉
・
4
〈
白
丹
江
巾
)
劉
戴
嘉
賀
、

正
元
、
兆
康
、
謙
余
銭
荘
事
件
」

表
1
、
表
4
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
事
件
は
「
ゴ
ム
株
式
恐
慌
」
が
震
端
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
債
権
支
携
い
請
求
訴
訟
中
最
大
規
模
の

(
m
w
〉

事
件
で
あ
り
、
裁
剣
記
録
以
外
に
も
多
く
の
史
料
が
残
っ
て
い
る
。
戴
嘉
賓
の
供
述
書
、
曾
審
街
門
で
の
彼
自
身
の
謹
言
並
び
に
剣
決
で
な
さ

(
伺
)

れ
た
事
質
認
定
に
よ
れ
ば
、
事
件
の
経
過
は
次
の
通
り
で
あ
る。

一
九
一

O
年
六
月
二
九
日
、
翌
日
に
迫
っ
た
株
式
取
引
決
済
を
自
力
で
こ
な
せ
な
く
な
っ
た
正
元
、
兆
康
銭
荘
の
代
表
者
〈
氏
名
不
詳
)
、
盟

四
明
銀
行
・
源
豊
潤
経
理
。
7
・2
叶，

gsnEロ
が
戴
嘉
賓
を
訪
問
し
、

泰
洋
行

(m，
E
N
R
h
w
の
0
・
〉
買
樹
祭
瑞
馨
、

彼
が
買
蹄
と
し
て
勤

め
て
い
た
子
刊
の
巳
「
ミ
叶

E
凹
円
か
ら
の
資
金
融
資
を
要
請
し
た
。
翌
日
に
は
源
盟
潤
の
競
友
陳
仰
和
が
や
っ
て
来
て
徳
源
・
源
士
口
銭
荘
へ
の

資
金
融
資
を
要
請
し
た
。
陳
仰
和
と
戴
嘉
賓
は
子
巾
の
白
テ
ミ
叶

2
2
の
重
役、

マ
ク
ミ
カ
エ
ル
(
』
・
戸
冨
口

Z
E
M白
色
)
を
介
し
て
同
社
経

- 76ー

営
者
で
あ
る
原
告
の
意
向
を
打
診
し
た
。
原
告
は
マ
ク
ミ
カ
エ
ル
と
協
議
の
結
果
、
彼
の
所
有
す
る
も
う
一
つ
の
曾
枇
で
あ
る
永
年
人
毒
保
険

公
司
か
ら
の
融
資
な
ら
ば
承
諾
し
た
。
融
資
金
額
は
借
り
手
側
の
希
望
に
よ
り
五

O
高
雨
、
各
銭
荘
賞
た
り
融
資
限
度
額
は
貸
し
手
側
の
要
請

に
よ
り
一

O
高
雨
、
金
利
は
一

O
日
首
り
一
%
と
さ
れ
、
見
返
り
措
保
と
し
て
道
契
(
不
動
産
権
利
書
〉
が
必
要
と
さ
れ
た
。

同
日
、
戴
嘉
賀
は
陳
仰
和
か
ら
遁
契
三
八
逼
と
貸
興
謹
、

徳
源
・
源
吉
銭
荘
か
ら
額
面
五
寓
雨
の
荘
票
を
各
々
二
通
(
五
三
一

x
一
了
二
O
寓

爾
〉
受
領
し
、

マ
ク
ミ
カ
エ
ル
を
介
し
て
原
告
に
渡
し
た
。

兆
康
、

荘
票
の
党
換
提
示
日
は
半
分
が
七
月
一

O
目、

こ
れ
以
外
に
も
正
元
、

謙
余
銭
荘
護
行
の
額
面
五
高
雨
の
荘
票
が
各

通
(
五
三
一
×
=
7
H
三
O
高
雨
)
が
原
告
に
手
渡
さ
れ
た
。

残
り
半
分
が
一
一
日
と
決
め
ら
れ

た。
荘
票
と
道
契
を
受
け
取
っ
た
原
告
は
、
戴
嘉
賓
と
は
別
な
買
掛
(
氏
名
不
詳
〉
に
こ
れ
を
鑑
定
さ
せ
た
後
、

額
面
四
九
蔦
四
千
南
の
花
旗
銀
行
宛
小
切
手
に
署
名
し
、
戴
嘉
賓
に
渡
し
た
。
同
時
に
高
一
の
債
務
不
履
行
に
備
え
て
額
面
五

O
高
商
の
英
文

の
約
束
手
形
を
作
成
し
、
戴
嘉
賓
の
面
前
で
こ
れ
を
讃
み
上
げ
、
そ
の
趣
旨
を
説
明
し
た
後
、
手
形
引
受
人
の
署
名
を
さ
せ
た
。

金
利
分
六
千
雨
を
差
し
引
い
た



と
こ
ろ
が
原
告
に
渡
さ
れ
た
荘
票
の
提
示
期
限
日
に
な
っ
て
陳
仰
和
が
戴
嘉
賓
を
訪
れ
、
永
年
人
害
保
険
公
司
に
一

0
日
聞
の
支
燐
い
猶
致

を
認
め
て
も
ら
い
た
い
と
頼
み
込
ん
で
き
た
。
そ
し
て
そ
の
際
融
資
金
額
の
宇
分
に
嘗
る
一
二
高
五
千
南
を
戴
嘉
賀
に
渡
し
原
告
へ
の
返
済
を

依
頼
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
金
は
戴
嘉
賓
の
経
営
す
る
賓
康
洋
貨
行
の
倒
産
が
原
因
で
結
局
原
告
に
返
還
さ
れ
な
か
っ
た
。
戴
嘉
賀
か
ら
の
要

請
を
受
け
た
永
年
人
欝
保
険
公
司
は
、
荘
票
の
提
示
を
七
月
二
二
、
二
一
二
、
二
五
日
に
延
期
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
が
、
そ
の
代
償
と
し
て
額

面
千
雨
の
荘
票
五
通
が
上
記
五
銭
荘
か
ら
振
り
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
一
通
を
除
い
て
い
ず
れ
も
換
金
さ
れ
な
か
っ
た
。

徳
源
・
源
士
口
銭
荘
護
行
の
荘
票
及
び
三
八
遁
の
遁
契
を
措
保
に
二
五
高
南
の
融
資
を
受
け
て
い
た
の
は
四
明
銀
行
で
あ
っ
た
。
同
銀
行
は
七

月
二
一
日
に
原
告
と
協
議
に
及
び
、
金
利
五
高
三
五
七

O
雨
を
含
め
た
負
債
を
一
九
一
二
年
三
月
か
ら
一

0
年
聞
で
分
割
返
済
す
る
。
そ
の
見

返
り
と
し
て
原
告
は
十
三
遁
の
道
契
、
徳
源
、
源
士
口
銭
荘
護
行
の
荘
票
各
々
二
通
、
兆
康
銭
荘
護
行
の
荘
票
一
逼
を
返
却
す
る
こ
と
で
合
意
に

達
し
た
。
そ
し
て
残
額
は
戴
嘉
賓
が
署
名
を
し
た
約
束
手
形
を
彼
に
提
示
す
る
こ
と
で
回
牧
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

嘗
初
原
告
は
、
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一
九
一

O
年
八
月
に
列
園
銀
行
圏
が
行
な
っ
た
緊
急
融
資
に
よ
る
荘
票
の
現
金
化
を
望
ん
で
い
た
。
だ
が
、
奈
乃
埋
か
ら
捨

保
と
し
て
保
管
し
て
あ
っ
た
道
契
に
よ
り
相
殺
可
能
と
い
う
理
由
で
こ
の
申
請
を
却
下
さ
れ
た
こ
と
、
道
契
の
本
来
の
所
有
者
が
四
明
銀
行
に

そ
の
第
三
者
へ
の
譲
渡
を
禁
じ
た
た
め
そ
れ
も
叶
わ
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
原
告
は
こ
の
件
を
上
海
綿
一
商
舎
、
道
蓋
に
持
ち
込
ん
だ
が
、
道
蓋

(

印

〉

側
は
既
に
述
べ
て
来
た
理
由
か
ら
荘
票
を
護
行
し
た
銭
荘
へ
の
督
促
以
外
の
協
力
を
一
切
担
ん
だ
。
こ
こ
に
原
告
は
天
津
篠
約
第
二
二
篠
及
び

舎
審
衛
門
の
慣
行
に
基
づ
き
、
債
務
者
全
員
の
逮
捕
と
資
産
差
し
押
さ
え
を
劉
裏
孫
道
蓋
と
張
人
駿
綿
督
に
要
請
し
、

(

市

〉

ら
一
一
月
に
か
け
て
舎
審
衛
門
に
調
査
が
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
一

O
年
一

O
月
か

上
海
道
蓋
と
舎
審
街
門
に
よ
る
戴
嘉
賓
の
取
り
調
べ
は
イ
ギ
リ
ス
側
の
常
識
と
か
け
は
な
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
劉
道
蓋
の
取
り
調
べ
は
、
倒

産
し
た
銭
荘
あ
る
い
は
中
園
一
商
人
の
資
産
の
み
で
債
務
償
還
を
行
な
う
と
い
う
既
定
方
針
の
み
を
優
先
さ
せ
て
い
た
。
彼
は
四
明
銀
行
か
ら
原

告
に
渡
さ
れ
た
道
契
で
徳
源
・
源
吉
銭
荘
護
行
の
荘
票
へ
の
融
資
を
相
殺
出
来
る
と
勘
違
い
し
て
い
た
し
、
戴
嘉
賓
が
原
告
の
融
資
の
一
部
を

(

九

〉

横
領
し
た
か
の
よ
う
に
「
自
由
」
さ
せ
る
等
、
基
本
的
事
賓
関
係
を
無
視
し
た
も
の
だ
っ
た
。
戴
嘉
費
は
こ
う
し
た
道
蓋
の
捜
査
方
法
を
逆
手

319 
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「
〔
原
告
が
保
有
す
る
〕
荘
票
の
掛
い
戻
し
を
希
望
し
て
い
る
の
に
道
蓋
と
舎
審
官
に
よ
る
身
柄
拘
束
に
よ
り
そ
れ
も
ま
ま
な
ら
な

(

η

)

 

い
」
と
言
い
つ
つ
、
そ
の
質
裁
判
の
引
き
延
ば
し
を
固
っ
た
。
し
か
し
こ
の
申
し
立
て
は
口
質
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
陳
逸
卿
や
他
の
銭
荘
の

(η) 

股
東
経
理
同
様
、
曾
審
街
門
の
牢
獄
を
朝
出
て
夜
間
る
と
い
う
気
憧
な
生
活
を
し
て
レ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

に
取
り

戴
嘉
賓
の
取
り
調
べ
難
航
は
、

上
海
銭
世間
公
舎
に
よ
る
正
元
、
兆
康
、
謙
余
銭
旺
の
債
務
償
還
作
業
に
も
影
響
を
輿
え
た
。

上
海
銭
業
公
舎

は
、
原
告
が
戴
嘉
賢
か
ら
受
け
取
っ
た
額
面
五
寓
雨
の
六
通
の
荘
票
と
そ
の
支
排
い
猶
珠
の
見
返
り
に
受
け
取
っ
た
額
面
千
雨
の
証
票
五
通
中

(

丸

)

の
四
通
だ
け
が
保
有
者
を
特
定
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
三
銭
荘
護
行
の
荘
票
保
持
者
に
登
記
と
買
い
取
り
通
達
を
呼
び
掛
け
る
庚
告
を

『
申
報
』
に
掲
載
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
び
れ
を
切
ら
し
た
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
は
舎
審
街
門
と
協
議
の
末
、

こ
の
事
件
を
個

別
の
民
事
訴
訟
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
を
決
定
し
、
戴
嘉
賓
の
債
務
の
質
態
を
把
鑓
す
る
た
め
に
二
週
聞
に
限
定
し
て
彼
を
懐
稗
放
す
る
こ

(

万

〉

と
を
劉
道
蓋
に
同
意
さ
せ
た
。

正
元
、
兆
康
、
議
余
銭
荘
が
設
行
し
た
荘
票
を
戴
嘉
賀

(

叩

山

)

が
全
額
額
面
通
り
買
い
取
る
か
、
も
し
く
は
三
銭
荘
の
股
東
経
理
が
出
資
額
に
慮
じ
て
分
携
し
て
支
排
う
こ
と
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
劃
し
て

舎
審
街
門
で
の
審
理
が
始
ま
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
三
ヶ
月
後
で
あ
る
。
原
告
側
は
、
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正
元
、
兆
康
、
謙
余
鐘
荘
側
は
額
面
五
高
雨
の
荘
票
を
戴
嘉
賓
に
振
り
出
し
た
こ
と
だ
け
は
認
め
た
が
、
そ
の
後
支
排
い
猶
議
の
見
返
り
に
額

面
千
南
の
荘
票
五
通
を
護
行
し
た
事
質
は
頑
と
し
て
認
め
な
か
っ
た
。
ま
た
、
問
題
と
さ
れ
た
旺
票
の
引
渡
し
を
伴
っ
た
融
資
の
挽
担
保
は
三
八

(

作

)

遁
の
道
契
で
あ
り
、
こ
れ
で
債
務
を
全
額
相
殺
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
自
ら
が
設
行
し
た
荘
票
に
針
す
る
支
排
い
責
任
を
否
定
し
た
。

一
方
戴
嘉
賀
は

自
分
は
車
に
融
資
の
仲
介
役
を
引
き
受
け
た
に
過
ぎ
ず
、

員
の
借
り
手
は
荘
票
を
護
行
し
た
鏡
監
側
で
あ
る
こ
と

ま

た
英
文
約
束
手
形
の
引
受
人
署
名
の
件
に
つ
い
て
は
、

(
均
)

た。

如
何
な
る
通
知
も
受
け
た
こ
と
は
な
い
と
主
張
し
て
同
じ
く
支
排
い
責
任
を
否
定
し

公
判
の
大
半
を
費
や
し
て
争
わ
れ
た
問
題
は
、
三
銭
荘
が
振
り
出
し
た
荘
票
の
性
質
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
銭
荘
側
が
間
接
的
な
が
ら
自
ら
の

護
行
し
た
荘
票
の
免
換
責
任
を
否
定
し
た
こ
と
に
針
抗
し
て
原
告
側
が
展
開
し
た
議
論
で
あ
る
。
原
告
側
は
香
港
上
海
銀
行
上
海
支
庖
の
マ
ネ



ー
ジ
ャ
ー
だ
っ
た
ハ
ン
タ
ー
(
同

g
ミ
肘

-zggφ
と
上
海
銭
業
公
舎
董
事
の
一
人
、
朱
五
棲
を
詮
人
と
し
て
喚
問
し
た
。
二
人
は
荘
票

に
闘
す
る
慣
行
を
謹
言
し
、
被
告
側
の
主
張
に
根
擦
が
な
い
こ
と
を
立
誼
し
た
。
す
な
わ
ち
荘
票
は
無
保
件
約
束
手
形
と
し
て
流
通
し
、
水

害
、
火
災
、
盗
難
詐
欺
等
の
理
由
を
除
い
て
瑳
行
者
が
提
示
人
に
劃
し
て
先
換
を
阻
止
す
る
理
由
は
な
い
。

(

乃

)

っ
て
こ
れ
を
差
し
止
め
ら
れ
た
と
し
て
も
二

O
日
が
限
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
金
融
逼
迫
時
に
銭
荘
や
一
一
商
人
が
不
動
産
擢
利
謹
書
、
船
荷
誼
券

等
と
と
も
に
荘
票
を
捲
保
に
融
資
を
受
け
て
返
済
不
能
に
陥
り
、
措
保
物
件
買
却
で
も
債
務
を
排
済
で
き
な
い
場
合
は
、
本
人
の
資
産
貰
却
に

よ
っ
て
債
務
が
償
還
さ
れ
る
慣
行
が
上
海
銀
業
公
舎
と
呑
港
上
海
銀
行
と
の
聞
で
長
く
確
立
し
て
い
る
こ
と
も
朱
五
棲
の
謹
言
で
明
ら
か
に
な

(

加

〉

っ
た
。

「
何
ら
か
の
特
別
な
事
情
」
に
よ

こ

う

し

た

謹

言

が

繰

り

返

さ

れ

た

理

由

は

、

問

題

と

さ

れ

た

荘

票

に

、

へ

の

譲

渡

を

行
な
う
時
は
特
別
な
傑
件
下
に
限
ら
れ
、
手
形
に
記
さ
れ
た
財
産
譲
渡
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
」
イ
ギ
リ
ス
矯
替

手
形
法
令
宮
切
ロ
ゲ
え

HWErgm白
〉

2
0町
民
笥
〉
自
主
o
p
h
戸
凹
与
・
2
n
gロ
N

の
規
定
を
適
用
し
よ
う
と
い
う
被
告
側
の
韓
護
方
針

に
封
抗
し
た
も
の
だ
っ
た
。
結
局
こ
の
主
張
は
イ
ギ
リ
ス
人
補
佐
人
ガ
l
ス
テ
ィ
ン
に
よ
っ
て
、
中
園
祉
舎
に
な
じ
ま
な
い
と
し
て
却
下
さ
れ

(

創

〉
た。

「
手
形
保
持
人
〔
原
告
〕
以
外
の
第
三
者
〔
戴
嘉
賓
〕
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さ
ら
に
被
告
側
の
頼
み
の
綱
だ
っ
た
、
遭
契
で
負
債
を
相
殺
す
べ
し
と
い
う
主
張
も
否
定
さ
れ
た
。
ガ
l
ス
テ
ィ
ン
と
原
告
側
静
護
人
に
よ

れ
ば
、
こ
の
三
人
通
の
道
契
は
抵
嘗
権
設
定
者
で
あ
る
べ
き
四
明
銀
行
、
戴
嘉
賓
の
い
ず
れ
の
所
有
物
件
で
も
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
携
保
物
件

(

位

〉

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
鑑
定
の
結
果
、
そ
の
資
産
債
値
は
一
八
高
雨
し
か
な
く
、
相
殺
は
不
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

最
後
の
争
黙
は
、
戴
嘉
賓
が
原
告
の
指
一
ホ
に
従
っ
て
手
形
引
受
人
と
し
て
署
名
を
行
な
っ
た
英
文
約
束
手
形
の
拘
束
力
で
あ
る
。
戴
嘉
賓
の

鼎
護
人
は
最
終
詳
論
で
、
戴
嘉
賓
は
今
回
の
融
資
の
代
理
人
と
し
て
動
い
た
だ
け
で
あ
り
、
彼
自
身
に
何
ら
か
の
責
任
が
生
じ
る
と
は
夢
想
だ

に
し
て
お
ら
ず
、
英
文
約
束
手
形
の
引
受
人
に
署
名
し
た
時
に
も
そ
の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
強
調
し
た
。
し
か
し
原
告
側
捧
護
人

321 

は
、
代
理
人
と
し
て
動
い
て
い
た
の
な
ら
ば
約
束
手
形
に
そ
の
旨
署
名
し
て
い
た
筈
だ
が
、
事
責
は
そ
う
で
は
な
い
。
署
名
の
趣
旨
を
理
解
し
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て
い
な
か
っ
た
と
い
う
主
張
も
逼
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
原
告
自
ら
関
係
書
類
を
戴
嘉
賓
の
前
で
讃
み
上
げ
て
お
り
、
こ
れ
を
理
解
で
き
な
い
知

(
回
)

性
の
持
ち
主
が
事
業
活
動
な
ど
行
な
い
得
な
い
と
反
論
し
た
。

結
局
、
荘
票
の
流
通
を
め
ぐ
る
ハ
ン
タ
ー
と
朱
五
棲
の
謹
言
、
そ
し
て
融
資
に
嘗
っ
て
戴
嘉
賓
が
原
告
の
自
の
前
で
英
文
約
束
手
形
の
引
受

人
署
名
を
し
て
い
た
事
買
が
決
め
手
と
な
っ
て
判
決
は
原
告
側
勝
訴
と
な
っ
た
。
戴
嘉
賀
に
は
融
資
二
七
寓
雨
に
針
す
る
支
梯
い
が
命
じ
ら
れ

一
方
正
克
、
兆
康
、
謙

た
が
、
七
月
一

O
日
か
ら
一
一
一
二
日
に
か
け
て
振
り
出
さ
れ
た
四
千
雨
の
荘
票
に
劃
す
る
支
携
責
任
は
な
い
と
さ
れ
た
。

(
刷
出
〉

余
鐘
荘
は
、
各
自
が
振
り
出
し
た
荘
票
の
免
換
に
鷹
じ
る
義
務
が
あ
る
こ
と
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
剣
決
時
貼
で
三
銭
荘
の
資
産
は
全
て
上
海
銭

業
公
舎
に
保
管
管
理
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
判
決
は
事
賃
上
戴
嘉
賓
一
人
に
劃
す
る
支
梯
命
令
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
上
海
イ
ギ
リ

ス
最
高
法
廷
、
舎
審
街
門
を
舞
蓋
に
し
た
、
「
ゴ

ム
株
式
恐
慌
」
後
の
債
権
債
務
慮
理
は
幕
が
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
ゴ
ム
株
式
恐
慌
」
後
に
倒
産
し
た
銭
荘
か
ら
の
債
権
回
牧
を
め
ぐ
る

一
連
の
民
事
訴
訟
と
外
交
交
渉
は
、

こ
の
時
期
の
在
華
イ
ギ
リ
ス
企
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五

結
び
に
か
え
て

業
と
中
国
一
商
人
、
清
朝
嘗
局
の
複
雑
な
闘
係
を
俸
え
る
生
き
た
事
例
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
訴
訟
と
交
渉
の
本
質
は
、

イ
ギ
リ
ス
私
法
瞳
系
に

結
自
問
さ
れ
た
資
本
主
義
社
舎
の
経
済
観
念
と
、
債
務
保
誼
人
の
「
督
促
責
任
」
概
念
に
端
的
に
反
映
し
た
奮
中
園
祉
舎
の
そ
れ
の
衝
突
で
あ
っ

た
。
こ
の
一
連
の
出
来
事
を
通
じ
て
、
後
者
は
前
者
の
挑
戦
を
前
に
し
て
自
ら
瓦
解
し
、

そ
し
て
匪
倒
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
来
は
外
園
人
債
権
者
の
追
求
を
受
け
た
中
園
人
債
務
保
誼
人
が
自
ら
の
資
産
を
守
る
手
段
だ
っ
た
筈
の
「
督
促
責
任
」
概
念
を
、
清
朝
官

憲
が
意
圃
的
に
利
用
し
た
結
果
、

Tこ

限
ら
れ
た
債
務
保
謹
財
源

加上
;{_記
寸ー

主議

書票
務中
者圏
全人

号室
主審問、

言号
賓と
1ロ~ ~土

り中
立園
1Z人
玄室
れ明
ι 保
、』誼
三人
L は
み苦

尋害
情 !E
カ込 ?己
ら V込
ま

外 れ
園る
人ャ
と」
.-hと
固に
人な
債つ

権
者
の
携
保
物
件
に
射
す
る
「
先
取
り
特
権
」
争
い
、
或
い
は
外
園
人
債
権
者
に
よ
る
中
国
人
債
務
者
と
そ
の
保
護
人
に
劃
す
る
請
求
訴
訟
は

全
て
上
海
租
界
内
部
で
審
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
利
盆
の
み
を
考
慮
し
た
イ
ギ
リ
ス
私
法
が
運
用
解
圃
押
さ
れ
、



濁
自
の
私
法
盟
系
を
持
た
な
か
っ
た
中
園
人
債
権
者
、
債
務
者
と
そ
の
保
謹
人
に
は
こ
れ
に
立
ち
向
か
う
術
が
な
か
っ
た
。
彼
等
の
唯
一
の
法

的
武
器
だ
っ
た
「
督
促
責
任
」
概
念
も
最
早
一
八
八
三
年
恐
慌
の
時
の
様
な
数
力
を
護
揮
で
き
な
か
っ
た
。
ワ
ッ
テ
ィ
ー
が
戴
嘉
賓
に
英
文
約

束
手
形
引
き
受
け
人
署
名
を
さ
せ
て
い
た
事
貫
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
在
華
外
園
一
商
人
側
は
「
督
促
責
任
」
を
意
識
し
た
法
的
措
置
を
講
じ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
園
祉
舎
濁
自
の
慣
習
と
上
海
租
界
の
治
外
法
権
を
利
用
し
て
資
産
保
護
を
園
る
中
国
人
は
依
然
と
し
て
存
在
し
た
。

そ
の
典
型
が
陳
逸
卿
と
戴
嘉
買
で
あ
っ
た
。
史
料
の
上
で
は
雨
名
と
も
恐
慌
勃
謹
直
後
に
舎
審
衛
門
に
身
柄
を
拘
束
さ
れ
、
全
財
産
を
差
し
押

さ
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
人
は
他
の
銭
荘
股
東
同
様
、
曾
審
街
門
の
牢
獄
を
自
由
に
出
入
り
し
て
い
た
。
道
蓋
や
組
督

の
巌
命
に
基
づ
く
身
柄
拘
束
に
し
て
こ
の
有
り
様
な
ら
ば
、
彼
ら
の
財
産
差
し
押
さ
え
も
同
様
に
杜
撰
な
も
の
だ
っ
た
と
想
像
し
て
誤
り
で
は

あ
る
ま
い
。

二
人
が
自
ら
の
資
産
隠
し
を
行
な
う
機
舎
は
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

一
つ
は
辛
亥
革
命
後
に
上
海
都
督
府
が
行
っ
た
調
査
で
あ
る
。
そ
れ
に
擦
れ
ば
、
獄

中
に
あ
っ
た
陳
逸
卿
は
舎
審
衛
門
が
差
し
押
さ
え
た
誼
援
物
件
中
か
ら
印
章
入
り
の
書
類
を
五
百
元
と
引
き
換
え
に
取
り
戻
し
て
い
る
し
、
封

こ
の
億
読
を
間
接
的
に
裏
附
け
る
事
賓
が
二
つ
あ
る
。
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円円仏・
印
さ
れ
て
い
た
筈
の
彼
の
自
宅
か
ら
衣
類
と
賓
石
の
入
っ
た
箱
を
二
つ
持
ち
出
さ
せ
、
首
局
の
許
可
な
し
に
こ
れ
を

Z
o巳
一Z
E
B

可。0
・

(
出
)

(
漢
詩
名
不
明
)
に
引
き
渡
し
て
競
貰
に
か
け
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
剣
明
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、

逮
捕
か
ら
十
六
ヶ
月
を
経
過
し
な

が
ら
債
権
回
牧
が
貫
現
し
な
い
の
に
業
を
煮
や
し
た
多
く
の
在
華
イ
ギ
リ
ス
企
業
が
、
自
分
達
で
濁
自
に
交
渉
し
て
問
題
を
解
決
す
る
か
ら
陳

(

部

)

逸
卿
を
樟
放
し
て
く
れ
る
よ
う
南
江
綿
督
に
要
請
せ
よ
と
イ
ギ
リ
ス
組
領
事
に
追
っ
て
い
た
と
い
う
『
申
報
』
の
記
事
で
あ
る
。
常
識
的
に
考

え
る
な
ら
ば
、
嘗
局
に
全
財
産
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
て
無
一
文
に
な
っ
た
筈
の
買
掛
の
た
め
に
、
敷
多
く
の
在
華
イ
ギ
リ
ス
企
業
が
こ
こ
ま
で

し
て
や
る
筈
は
な
い
。
陳
逸
卿
が
ど
こ
か
に
隠
し
財
産
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
関
係
者
の
公
然
の
秘
密
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
嘆
願
が

323 

出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
陳
逸
卿
の
資
産
目
録
が
迭
に
作
成
で
き
な
か
っ
た
の
は
背
後
に
こ
う
し
た
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
き
れ
ば
こ
そ
戴
嘉
賓
も
陳
逸
卿
の
例
に
倣
っ
て
舎
審
街
門
で
の
審
理
を
熱
望
し
た
の
で
あ
る
。
確
た
る
史
料
的
根
援
は
な
い
も
の
の
、
戴
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嘉
賓
敗
訴
が
そ
の
ま
ま
彼
の
破
滅
を
意
味
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

「
ゴ
ム
株
式
恐
慌
」

こ
の
二
人
と
同
様
な
立
場
に
あ
っ
た
人
聞
は
辛
亥
革
命
前
後
の
中
園
の
燦
約
港
枇
舎
に
少
な
く
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。

に
よ
っ
て
経
営
し
て
い
た
錨
荘
が
倒
産
す
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
園
籍
を
取
得
し
て
マ
カ
オ
に
逃
亡
し
た
り
、
あ
る
い
は
有
力
政
治
家
唐
紹
儀
の

庇
護
を
頼
っ
て
債
権
者
の
追
求
を
探
そ
う
と
し
た
股
東
や
経
理
は
、
陳
逸
卿
や
戴
嘉
賓
の
同
類
項
と
看
倣
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
聞
の

活
動
は
普
段
は
表
に
現
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
清
朝
の
睦
制
を
揺
る
が
す
程
の
経
済
恐
慌
を
引
き
起
こ
し
た
た
め
に
偶
々
記
録
に
残
っ
た
だ
け

で
あ
り
、
貫
際
は
こ
れ
よ
り
も
遁
か
に
多
く
の
「
英
語
を
話
す
中
園
人
」
が
上
海
租
界
や
香
港
、

マ
カ
オ
の
治
外
法
権
制
度
を
利
用
し
て
い
た

(
的
山
)

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
革
命
前
夜
か
ら
全
園
の
立
憲
圏
瞳
が
商
法
の
制
定
を
清
朝
中
央
政
府
に
要
求
し
て
い
た
の
が
そ
の
傍
歪
で
あ
る
。
こ

う
し
た
「
英
語
を
話
す
中
園
人
」

の
活
動
が
辛
亥
革
命
後
の
篠
約
港
枇
舎
で
ど
の
程
度
存
績
し
え
た
の
か
、

そ
れ
が
民
園
初
期
の
中
国
社
舎
に

ど
の
程
度
の
「
衝
撃
」
を
興
え
て
い
た
の
か
。
こ
う
し
た
課
題
は
今
後
も
追
求
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

註
(

1

)

拙
稿
「
在
華
イ
ギ
リ
ス
企
業
株
主
の
株
債
支
梯
い
責
任
を
め
ぐ
る
中

英
紛
争
|
|
惑
通
銀
行
事
件
を
中
心
に
|
|
」
(
『
史
祭
雑
誌
』
一

O

六
1

一
O
、
一
九
九
七
年
一

O
月
)
、
拙
稿
£
〉

ω
Z身
。
同
門
r
o

U
2
0
-
o
司自何回同

O『
仰
の
o
自
M
U

『包
2
・7
向。『円

E
E
Z
R君。円
r
E
F
O

』広口

m
Eロ
ロ
】
凶
作
ユ
n

F

H

∞∞
N
i
H
U
z
-
-
-
(
奥
倫
寛
霞
・
何
偶
然
主
編

『
中
園
海
開
史
論
文
集
』
〔
香
港
中
文
大
拳
山
直
前
基
準
院
出
版
、
一
九
九

七
年
一
二
月
〕
)
、
拙
着
。

s」m
n
h
g
n刷
。

E
Y
E
S誌
な
h

叫刊誌。，

Hω

コ.5』
匂
E
3
2
h
w
』匂血。
l

』唱』』勺

M
j
b
内
同
章
、

hHhH
。¥
H
Fぬ』
uEB

N
W
3.

5
b

(
リ
。
喜
連
司
円
NRHN

弓
ミ
言
。
込
な
い
宮
誌
h
b
b帆

(ζ
曲円自一

--gw

N
O
O
O
〉
、
金
子
肇
「
案
世
凱
政
権
下
の
謹
金
改
革
と
上
海
の
認
損
制
度
」

ハ
日
本
上
海
史
研
究
曾
『
上
海
|
|
重
層
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
〔
汲

- 82-

古
書
院
、
二

0
0
0年
〕
)
、
同

「
清
末
民
一
初
に
お
け
る
江
蘇
省
の
認
損

制
度
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
五
九
|
二
、
二

0
0
0年
九
月
)
参
照。

ハ2
)

こ
の
時
期
の
民
事
訴
訟
の
公
剣
記
録
及
び
そ
の
関
連
記
事
は
『
ノ
I

ス
・
チ
ャ
イ
ナ
・
へ
ラ
ル
ド
』
、
『
申
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
こ
の
他
に
イ
ギ
リ
ス
園
立
公
文
書
館
(
句
ロ
r
r
n
河

3
2仏
O
四
円
。
)

所
蔵
の
外
務
省
領
事
報
告
(
司
O
N
N
∞
)
も
利
用
し
た
。
同
文
書
の
中
に

は
、
食

ω
Eロ四一『曲目同り
5
2
2凶
戸
の
ユ
巴
臼
ミ
と
題
す
る
三
谷
の
フ
ァ
イ

ル
(
句
。
N
N
∞¥
8

8
i
N
日
。
∞
)
と
こ
れ
に
削
割
腹
す
る
漢
文
文
書
(
町O
N
N
∞¥

H
∞H
N
)

が
あ
る
。
本
稿
に
於
け
る
「
女
王
が
版
権
を
有
す
る
未
公
刊
文

書
(
己
ロ
匂
ロ
r-
一
臼
宮
内
目
。
円
。
毛
ロ
lno
句百円
m
E
B同
月

R
E
-
)
か
ら
の
引

用
は
、
同
館
の
規
定
に
従
っ
て

p
o
の
O
E
S
-
-
2
0同
Z
R
ζ
と
2
・
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q
-
M
ω
g巴
O
回
目
『

O
陰

no
か
ら
の
許
可
を
得
て
い
る
こ
と
を
明
記
す

る。

(
3
〉
菊
池
貴
晴
「
経
済
恐
慌
と
辛
亥
革
命
へ
の
傾
斜
」
(
東
京
教
育
大
祭

ア
ジ
ア
史
研
究
曾
編
『
中
園
近
代
化
の
社
曾
構
造
|
|
辛
亥
革
命
の

史
的
位
置
|
|
』
(
汲
古
書
院
、
一
九
六

O
年〉、

ζ
R
F
o
i
Q巳円。

回
OHm-伊同
0・
H回同円。《
HER-oロ
品
。

E
C回
。
。
円
仲
間
。
明
百
曲
ロ
nFF円
。
砂

ω
v
g
m何
回
曲
目
伊
宮
田
ロ

ιo-Y〉
日
目
。
口
問
。
岡
山
go--
ハP
向
。
ロ
件
。
ロ
除
。
Fo-

-
8
6
u
冨
g
r
E
4
-ロ
モ
H
F巾
河

040-c件
目
。
問
。
同
巴
ロ
日
ロ

ω
V同国
ma

即日曲目・
3
h
v
h
M
5・
柄
。
詰
、
晶
、

NWBH内
、
詩
句
叫
hH。、い可包
(F両
陣

H
n
r
H
U∞品〉
U

H
J
g
r
国
・
出
・
自
国
間
・
叫
d
r
目
.
5
q
弐
同
s
h
N
c
a
g札

hpE高
官
帆

Nwb忌
〈
。
--NH
吋

FR
同
g
h
N門
g
h
N
W
Q弘
吉
岡
常

HVG3.
ミ
弐
同
書
官
コ
.
急

S
S弘
司
晶
、
・
』
S
M
l』
唱
』
匂
(
の
曲
目
『
吋
HLmo

C
ロ
Z
o
a
-
3、
p
o
F
H由∞
3
・
3
・仏明白
1
8、
関
傑
「
上
海
橡
修
風
潮

及
其
濁
江
新
地
区
民
族
経
済
的
沖
撃
」
(
『
中
園
経
済
史
研
究
』
一
九

八
九
l
一
〉
、
張
図
輝
『
晩
晴
銭
妊
和
菓
貌
研
究
』
(
中
華
書
局
、
一

九
八
九
年
〉
、
一
七

O
ー
一
七
六
頁
、
小
瀬
一
「
中
園
に
お
け
る
二
十

世
紀
初
頭
の
『
恐
慌
』
に
つ
い
て
」
(
『
一
橋
論
叢
』
一

O
三
|
一
、

一
九
九

O
年
一
月
〉
、
徐
鼎
新
・
銭
小
明
『
上
海
徳
商
曾
史
(
一
九

O

一一

l
一
九
二
九
〉
』
(
上
海
社
舎
科
察
院
出
版
社
、
一
九
九
一
年
〉
、
一

一一一一
l
一
二
八
頁
、
丁
目
初
主
編
『
上
海
近
代
経
済
史
第
2
巻』

ハ
上
海
人
民
出
版
位
、
一
九
九
七
年
)
、
二
八
三
|
三

O
二
頁
、
商
文

嫡
「
清
末
上
海
に
お
け
る
事
業
投
資
と
そ
の
資
金
調
達
|
|
ゴ
ム
株
式

恐
慌
(
一
九
一

O
年
〉
に
至
る
過
程
を
中
心
に
|
|
」
(
『
枇
曾
経
済
史

象
』
六
三
1

六
、
一
九
九
七
年
十
二
月
/

一
九
九
八
年
一
月
)
、
佐
藤

究
「
清
末
の
源
豊
潤
票
鋭
に
よ
る
震
替
迭
金
に
つ
い
て
|
|
上
海
ゴ
ム

(
九
州
大
皐
『
東
洋
史
論
集
』

株
恐
慌
と
源
豊
潤
票
践
の
倒
産

ll'」

二
七
、
一
九
九
九
年
四
月
〉
。

(
4
〉

註

(
3
)
で
引
用
し
た
文
献
中
、
回
2
1
H
O
論
文
の
み
が
「
ゴ
ム
株
式

恐
慌
」
に
関
す
る
唯
一
の
専
論
で
あ
る
が
、
恐
慌
後
に
在
筆
外
園
商

人
と
中
園
商
人
、
買
緋
の
聞
で
持
ち
上
が
っ
た
債
権
債
務
庭
理
紛
争
の

具
鐙
的
事
例
の
検
討
は
行
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

p
g
H阿
国
-Z-

E
口
問
、
徐
鼎
新
・
銭
小
明
、
粛
文
嫡
の
著
書
論
文
は
「
ゴ
ム
株
恐
慌
」

愛
生
後
の
動
向
に
つ
い
て
も
考
察
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
香

港
上
海
銀
行
、
上
海
徳
商
舎
、
上
海
金
融
市
場
の
歴
史
動
向
を
主
題
と

し
て
お
り
、
本
稿
と
は
視
角
を
異
に
し
て
い
る
。

(
5
〉
こ
の
民
事
訴
訟
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
ご
「

ωZι
可
。
ご
宮

円、。岡田戸

ω
g
E由
。
町
長
。
。
。
日
唱
『
史
凶
0
3白
子
均
一
国
間

HroH∞∞。臼項目同『

ω唱
。
立
と
同
氏
。
『
O
E
u
o
g
p
o
吋

v
z
o
の
芝
戸
。
2
2
r
o同唱。。ロ

ロ円三向日

ωω
目的。。ロ

ω。
ロ
臼
除
。
0・
曲
ロ
仏
、
HdvoF円
。
。
日
司
『
帥
品
。
B
P

H∞∞仏
l
H
8
1
〈

h
n
H
Q
b
h
N
a
R
P
Z
P
E
w
-
-
o
r・
H
S
N
)
w
E・
g
-
2・

S
N・
礼
・
・
宏
司
・
〉
・
の
ロ

g
d・
出
口
同
口
問
。
『
o
p
m
一三一

ω
5
0・切円
F
2
r
。。ロ
4

E
2
0
2『同
r
o
p向
FH
止
の
2
5
H∞∞串
1
5
8
3
〈
凶

S
H
b
h帆
S

F
H。
q
z。・
HNW
ロ
0
2目
r
R
呂
田
町
〔
旬
江
田
E
Z
F
q
H
U
S〕
)w

z-E品1
叶
を
参
照
。

(
6
〉
こ
れ
は
買
緋
の
保
詮
人
に
限
ら
ず
、
清
代
中
園
の
保
護
人
契
約
一
般

に
共
通
す
る
。
仁
井
田
陸

『中
閣
法
制
史
研
究
、
土
地
法
、
取
引
法
』

(
東
京
大
皐
出
版
舎
、
一
九
六

O
年
)
、
五
五
四
卜
六

O
頁
参
照
。
ま

た
、
一
九
一

O
年
八
月
、
上
海
道
整
奈
乃
爆
は
、
督
促
責
任
と
保
詮
責

任
を
明
確
に
匿
別
す
べ
く
、
外
園
人
と
中
園
人
の
債
務
保
護
契
約
書
に

「
代
還
保
人
」
と
い
う
字
句
を
契
約
書
に
明
記
し
て
い
な
い
場
合
は
、

- 83ー
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帆

F
h
n
同-w
出
。
回
町
内
。
国
間
待

ω『骨回
mr民
国
E
L
Aロ
聞
の
o
G
R向
巳

oロ件。

当
・
の
・
宮
口
・
ζ
巳
-
F
F
q
N♂
巳
5
・
こ
う
し
た
政
治
工
作
と
並

行
し
て
、
外
園
銀
行
は
上
海
道
肇
に
劃
す
る
緊
急
融
資
の
僚
件
、
分
携

金
額
を
早
々
と
取
り
決
め
て
い
る

2
0
M
M∞¥問。町、
H，o
-
o
m
g
B
P
o目

ω『同口問
r曲目
w
』ロ戸『

N印
w
H由一円。)。

(
四
〉
「
維
持
上
海
銭
市
之
電
旨
」
(
『
申
報
』
一
九
一

O
年
七
月
二
八
日
ど

明
ONN∞
¥
問
。
由
者
ロ

F
S
H
W・
O
-
E
F
-
-
5
Lロ
q
N
P
S
5・
ヒ
リ

ァ
ー
は
香
港
上
海
銀
行
北
京
支
庖
長
で
あ
る
。

(
却
〉
「
曾
爾
維
持
銭
市
緋
法
」
(
『
申
報
』
一
九
一

O
年
七
月
二
九
日
〉
、

「
挽
救
市
面
之
苦
心
」
(
『
申
報
』
一
九
一

O
年
八
月
二
日

)
u
j，
Z

H
W
F
E
R
-曲
目
白
Z
E
S
w・
-
足
。
旦

T
q
N
U
U
H申
HOw
ヲ

Nωωuhh吋
ro

Z
曲
己
話
回
g
r
F
H
E
B臼
wwuH〈
の
旦
〉
ロ
同
・
印
w
忌
H0・
3
・
ω
E
l日・

(

幻

)

附

，

ONN∞
¥
8
8
F
-
E
B
当

2
3ロ
言
者
・

0
・
玄
口
』
ζ
言
。
円

Z
。・

8
耳目同
H
M
N
M
W
Z
H
S
E
B
M
W
〉ロ
m
-
N品、

H
2
0・

(
詑
)
司
O
N
N∞
¥N印
。
町
、
『
・。
-UO耳
目
宮
間
w
出
-
Zロ
ロ
円
。
円
件
。
可
。
-r曲目

当

S
H
O
P
〉口町
-H0・
5
5・
附
属
の
漢
文
文
書
。
第
一
僚
の
原
文
は

次
の
遁
り
。

以
上
各
銀
行
願
借
輿
道
裏
、
道
肇
願
向
各
銀
行
借
上
海
規
元
三
百

五
十
高
雨
。
此
款
借
出
鏑
還
、
均
照
上
海
規
元
核
算
在
上
海
交

付
。
此
項
借
款
際
持
各
銀
行
所
執
倒
閉
之
正
元
、
謙
余
、
兆
康
三

妊
荘
票
、
按
照
前
開
交
一
商
曾
清
車
後
、
由
部
琴
漢
、
繭
関
森
〔
』
・

。・】
1
2
m
g
o口
〕
君
代
道
蛋
査
核
、
共
銀
萱
百
三
十
九
高
九
千
五

百
二
十
九
雨
四
銭
一
分
先
後
付
清
、
再
開
釦
劃
伺
和
問
伺
肝
割
未

相
割
問
劃
「
現
制
凶
』
創
劃
劃
劃
劃
働
制
倒
副
側
副
岡
州
、
並
以

維
持
市
面
而
定
人
心
(
句
讃
貼
と
傍
線
引
用
者
)
。

(
お
)
匂
ONN∞¥一
N日
g
H
u
n
-
0
2
3
2。
・
土
問
。
s
E
-
P
E
E
-
巧
R
a

H
g
d
u
g
M
M丘
n
r
z。・
s
s
p
w
r
E
m・
2
0
4・
NHWH由巴・

(
斜
)
司
ONN∞
¥N印
。
吋
開
・
出
・
匂
『
2
2
Z
』
orロ
Z
・
』
。
止
血
p

z
。・

mw

同ω
回
-
N
F
H
Uロ
・
察
乃
煙
か
ら
の
書
面
と
思
し
き
文
書
は
、
イ
ギ
リ
ス

外
務
省
領
事
報
告

2
0
M
N
3
の
中
に
残
さ
れ
て
い
な
い
。

(
お
)
明
ONN∞
¥N印
。
∞
司
o
p曲
目
当
2
3口
同
0
4〈
・
。
・
窓
口

-zgz

Z
0・
m印
司
町
長

N
開
E
L
g
E円。回同国内同

N
の
E
回
2
0
肘ロ
n-o臼ロ円。♂

〉口問・

N
A
r
E
H
0・

(
お
)
司
O
N
N∞
¥N印{}町田・
ω・回曲
HHr(山口

ω『
曲
口
問
「
巳
)
件
。
切
・

0
・
Z
E目。♂

ωOMM・由
uHUH0・

(
明
出
)
去
、
H，
v
o
F
o
g
-
2
5氏。ロ
www
足
。
R
O
F
N
S
5
3・由

5
・

(
叩
む
と
戸
。
E
口

2
0
の
同
日

t
n
oロ
件
Z

Q

E
臼・
3

同
町
民

0
2・
NHW

H由
H0・唱・][凶印
wha、H，ro
同Nonoロ
仲
田
内
同
一ロ
r
Hり曲目
-ZHO臼
~wNFN・札
-w

H
V

司・
H
A
山島
l

日・

(

m

m

)

こ
の
時
の
緊
急
融
資
に
射
す
る
反
震
は
、
外
園
銀
行
か
ら
の
借
款
と

は
捲
保
と
し
て
設
定
さ
れ
た
税
牧
入
の
先
取
り
形
態
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
中
園
側
官
憲
の
通
念
を
地
元
有
力
者
層
が
共
有
し
て
い
た
か
ら
だ
と

推
測
さ
れ
る
。
こ
の
推
測
は
、
岡
本
隆
司
『
近
代
中
園
と
海
開
』
(
名

古
屋
大
拳
出
版
舎
、
一
九
九
九
年
)
第
六
章
の
歴
史
解
穆
か
ら
着
想
を

得
た
。

(
鈎
)
正
元
、
兆
康
、
謙
余
銭
涯
の
債
権
者
は
在
華
外
園
企
業
だ
け
で
は
な

ぃ
。
山
西
票
読
の
合
盛
元
等
は
、
三
銭
荘
に
射
し
て
一
七
蔦
六
千
絵
雨

の
不
良
債
権
を
抱
え
て
お
り
、
上
海
総
商
舎
に
公
正
な
曾
計
監
査
人
を

推
翠
さ
せ
、
銭
業
公
舎
董
事
、
三
銭
妊
経
理
と
合
同
で
倒
産
し
た
三
銭

症
の
債
務
を
精
査
、
整
理
す
る
こ
と
を
奈
乃
爆
に
要
望
す
る
公
開
書
簡
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を
迭
っ
て
い
る
(
「
上
海
西
有
票
挽
震
清
理
正
元
等
妊
帳
務
公
呈
濯
道

文
」
〔
『
申
報
』
一
九
一

O
年
一
一
月
二
八
日
〕
)

o

こ
の
書
簡
に
よ
れ

ば
、
正
元
銭
妊
に
は
陳
逸
卿
・
戴
嘉
賓
合
同
名
義
の
債
権
が
一
一
一
一
一

O
寓

雨
、
戴
嘉
賓
皐
濁
名
義
の
債
権
が
四
三
官
門
商
が
、
同
じ
く
兆
康
銭
妊
に

も
陳
逸
卿
・
裁
嘉
賀
に
射
し
て
一

O
三
蔦
雨
の
債
権
が
残
さ
れ
て
い
た

と
い
う
。
し
か
し
在
華
外
園
企
業
の
債
権
と
は
異
な
り
、
こ
れ
ら
の
債

権
を
回
枚
す
る
法
的
手
段
が
取
ら
れ
た
形
跡
は
見
蛍
た
ら
な
い
。
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」
(
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日
)
。
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R
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z
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0
4・
N
ω
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E
H
0・
彼
ら
の
名
前
の
漢

字
表
記
は
、
剣
明
出
来
る
限
り
『
申
報
』
の
記
事
か
ら
復
元
し
た
。

(
お
)
唐
静
波
は
庚
東
省
香
山
鯨
と
漢
口
に
資
産
を
有
し
、
三
品
衛
候
選
道

の
資
格
を
有
す
る
庚
東
商
人
で
あ
っ
た
(
「
寧
藩
司
焚
〔
増
群
〕
奉
蘇

撫
部
院
礼
准
督
部
堂
番
電
奏
上
海
兆
康
銭
妊
股
東
唐
辛
蒔
江
腐
倒
亘
款
請

時
通
絹
恭
録
論
旨
文
」
『
南
洋
官
報
』
第
一
一
一
六
期
〔
『
上
海
銭
妊
史

料
』
七
九
頁
よ
り
再
引
用
〕
)
。

〈
初
出
)
司
O
N
N∞
¥N印
。
∞
抄
録
源
利
銭
荘
致
源
利
洋
行
信
、
十
月
二
十
七
日
、

H
2
9
5
-
p・同
Mロ
r
H
-
n
z
o
z
n
0・』
E
r
N
m
w
H由
HHU
匂
O
N
N∞
¥
N
g吋

開
・
玄
-Hり円曲目。円陣
0
7
rロ
Z
・』
O
L
2
2
o・
s
・
〉
目
白
-
N
r
H
U
H
H・

こ
の
史
料
に
は
股
東
で
あ
っ
た
席
一
家
、
最
後
の
一
人
の
名
前
が
記
さ

れ
て
い
な
い
。

(
叩
品
)
同
り
O
N
N∞
¥N印C
吋
何
日
-o臼ロ円。

Z
0・4
5
ζ
『
・
匂
辺
自
門
d
Z
0・
s
o同

H
S
H
w
p
r
-
N
ω
L
W
Sロ
・
こ
う
し
た
逮
捕
者
の
社
撰
な
身
柄
拘
束
に

よ
り
、
陸
運
生
、
唐
育
費
等
は
そ
の
後
逃
亡
に
成
功
し
、
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
何
も
賀
子
観
個
人
の
落
ち
度
で
は
な

い
。
外
園
人
債
権
者
か
ら
の
取
り
立
て
に
困
窮
し
た
中
園
商
人
の
財
産

を
守
る
べ
く
、
曾
審
官
が
日
常
茶
飯
的
に
行
な
っ
て
い
た
こ
と
ら
し

い
。
事
寅
、
一
八
八
三
年
恐
慌
の
時
も
嘗
時
の
舎
審
官
だ
っ
た
責
承
乙

が
同
様
な
こ
と
を
行
な
っ
て
い
た
。
詳
し
く
は
前
掲
拙
稿
公
戸
〉
・

0
ニg
H
U・
出
ロ
曲
口
問
。
roロ間三日

ω
5
0・回ユ巴凹
r
。
。
ロ
白
百
件
。
〈
2
同ro

玄
白
色
。
。
ロ
ユ

H∞
E
l
H∞
∞
勺
を
参
照
。

(
ぬ
)
司
O
N
N∞
¥N日
ミ
何
日
目
0
2
3
Z
0・
H
古
玄
ア
匂
円
白
血
OHV臼
Z
0・
5
w

明。
r・∞ユ
r
H
U
H
H・

(
却
)
匂
O
N
N∞¥N目
。
吋
切
口
n-o臼巴『
O
Z
0・
u
S
F向『・司円
g
R
U国

Z
o・
s
-

明。
r・由同月
MWH由
HH・

(

4

)

回り
O
N
N∞
¥N目
。
叶
何
回
口
】
0
2
3
Z
0・
A
H
S
ζ
円・司円曲目
R
d
z。・

5

問。
r-HU同町
r
H由
HH・

(

m

M

)

「
渥
道
催
理
銭
荘
倒
飲
案
」
(
『
申
報
』
一
九
一
一
年
五
月
一
一
日
)

列
園
領
事
国
側
は
、
二
人
が
租
界
の
住
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
ま

ず
舎
審
街
門
で
補
佐
人
立
ち
曾
い
の
下
で
二
人
を
裁
き
、
懲
役
五
年
以

上
の
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
場
合
の
み
彼
ら
の
身
柄
を
道
重
に
引
き
渡

す
と
主
張
し
て
い
た
(
司
O
N
N∞
¥
N
g吋
何
日
目
0
2
3
N
E
の
oZE--

。
。
ロ
@
円
曲
目
匂
円
曲
BHU臼
Z
0・
E
O同
〉
ロ
間
口
忠

Hタ

HUHHw
〉
E
m
-
z
p
-

86ー
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H
由一口・〉。

(
時
〉
匂
O
N
N
∞¥N問
。
吋
阿
国
n
-
0
2
3
2
0・
N
町
田
宮
『
・
匂
円
向
日

2
・m
Z
0・
8
え

〉
官

-
N
H
F
H由
口
二
足

2
・
ω
H
F
Sロ
・
こ
の
文
書
の
中
で
劉
褒
孫

は
、
察
乃
煙
、
張
人
駿
の
み
な
ら
ず
彼
自
身
も
北
京
政
府
を
通
し
て
ポ

ル
ト
ガ
ル
政
府
に
劉
し
唐
静
波
等
の
身
柄
引
渡
し
を
要
求
し
た
が
、
何

の
進
展
も
な
い
こ
と
を
俸
え
て
い
る
。

(
μ

叫
〉
同
り
O
N
N
∞¥N日
(
)
吋
切
・
回
・
匂門担臼

O『
件
。
し
す

rロ

Z
・
』
OH内同曲
H
H
W
2
0・
HU

三
昨
日
H
吋
何
回
n
Z
2
3阻
w
m，
o
r
-
N
p
w
H由
ロ
・
(
埼
の
明
か
ぬ
交
渉
に

し
び
れ
を
切
ら
し
た
プ
レ
イ
ザ
ー
は
こ
の
報
告
書
作
成
と
並
行
し
て
イ

ギ
リ
ス
人
債
権
者
に
劃
し
て
倒
産
し
た
銭
妊
、
陳
逸
卿
、
戴
嘉
賓
を
相

手
取
っ
た
訴
訟
を
曾
審
街
門
に
起
こ
す
こ
と
を
勤
め
て
い
る

o
Y
E
?

何ロ
n
-
2
5
2
Z
2・
ω
-
m
g内
田
叶
戸
口

ζ
『
-Hり『向臼
O
H
d
Z
0・
8
o
h

恒
三
〉
官
・
巴
ロ

w
ζ
2・
u
p
w
g
p
w
〉唱『・

J
P
H由
ロ
・

(
必
〉
張
人
駿
総
督
の
財
政
顧
問
を
も
兼
ね
て
い
た
フ
ァ
l
ガ
ソ
ン

Q
o
r
ロ

。・司

2
同

5
0ロ
)
が
フ
レ
イ
ザ
1
に
語
っ
た
所
に
擦
れ
ば
、
押
牧
さ
れ

た
三
銭
妊
の
資
産
総
額
は
五
J
六
O
寓
雨
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う

(匂
O
N
N
∞¥Nmミ
開
・
玄
・
句
包
臼

2

Z

T

r
ロ

Z
・』。

L

2

2
。・

N♂

玄
巳
・
由
円

Y
S
H
H
)
。

ハ
日
明
〉
回
り
O
N
N
∞¥N印
。
吋
何
回
円

-
E
C
B
Z
0・
H
笠

宮

H-Hり
H
2
2
d
z。・
8
。同

〉
宮
-
-
N
Z
f
H由
HHW
旬
。

r
-
N
コY
H
U
H
H
-

(

U

)

回り
O
N
N
∞¥Nmo吋
何
回
n-。臼
E
H
O
Z。・
AH
広
三
『
・
句
E
ω
O『ば

Z
0・
8
・

冨
R
-
N日岳
w
S
H
H
U

「
正
元
兆
康
謙
余
三
娃
倒
帳
公
擬
庚
告
」
(
『
申

報
』
一
九
一
一
年
四
月
二
四
J
二
八
日
〉
。

(
必
)
「
渇
道
提
訊
罪
魁
之
阻
力
」
(
『
申
報
』
一
九
一
一
年
五
月
一
一
日
〉
、

「
倒
飲
案
之
一
歩
寛
一
歩
」
(
伺
一
九
一
一
年
五
月
一
五
日
〉
、
「
料

理
正
元
等
娃
倒
款
競
法
」
ハ
同
一
九
二
年
五
月
二
ハ
日
)
、
「
保
穆

三
荘
経
理
之
大
阻
力
」
(
同
一
九
一
一
年
六
月
一
九
日
)
、
「
更
換
銭

荘
経
理
之
保
皐
」
(
向
、
一
九
一
一
年
七
月
八
日
〉
、
「
虞
瑞
清
己
交

保
理
帳
尖
」
(
同
一
九
一
一
年
七
月
九
日
〉
、
「
貌
賓
炎
交
保
理
帳
之

後
端
」
(
同
一
九
一
一
年
七
月
二

O
日
)
、
「
貌
賓
炎
亦
准
保
出
」
ハ
同

一
九
一
一
年
七
月
一
一
六
日
)
、
「
銭
業
董
事
不
允
簸
名
」
(
向
一
九
一

一
年
八
月
一
七
日
〉
。
劉
裏
孫
が
態
度
を
軟
化
さ
せ
た
の
は
、
上
海
徳

商
舎
に
集
合
し
た
、
正
元
、
兆
康
、
謙
余
銭
妊
の
中
園
人
債
権
者
か
ら

摩
力
が
か
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
(
「
褐
道
札
公
共
公
勝
文
」
〔
『
申
報
』

一
九
一
一
年
七
月
一
一
一
日
〕
〉
。

ハ
品
目
)
「
正
元
兆
康
謙
余
三
薙
債
案
第
一
次
定
期
公
擬
庚
告
」
(
『
申
報
』
一

九
一
一
年
八
月
八
日
)
。

(
印
〉
こ
の
間
題
に
就
い
て
は
別
稿
「
辛
亥
革
命
期
上
海
の
信
用
構
造
維
持

問
題
|
|
一
九
一

O
年
『
コ
ム
株
式
恐
慌
』
を
中
心
に
|
|
」
(
『
近
き

に
在
り
て
』
〔
一
一
一
九
抗
、
二

O
O
一
年
七
月
む
を
参
照
。

(
日
)
「
新
旗
日
田
洋
行
輿
源
利
銭
延
之
糾
葛
」
(
『
申
報
』
一
九
二
年
三

月
四
日
)
、
「
唐
静
波
非
復
吾
中
園
人
失
」
(
同
一
九
一
一
年
五
月
一

一
一
一
日
〉
、
「
陳
逸
卿
筋
飲
洋
款
之
結
束
」
(
同
一
九
一
一
年
五
月
一
一
一
一
一

日
)
、
「
俸
提
洋
商
用
人
之
信
用
難
」
(
同
一
九
一
一
年
五
月
二
五
日
〉
、

「
延
請
公
正
人
清
理
票
款
」
〈
同
一
九
一
一
年
七
月
一
一
一
一
日
〉
、
句
O
N
N
∞

¥N印
(
}
叶
何
回
乙
O臼匡円。

N
庄
の
。
口
2
H
F
C
O同
月
白
-
司
円

2
0九臼

Z
0・
由
品
。
同

〉
口
開
口
白
骨

5
・
HUHHW
〉
ロ
問
・
に
同

r
w
H由
口
・

(
回
)
「
洋
行
輿
銭
娃
之
交
渉
」
(
「
申
報
』
一
九
一
一
年
三
月
九
日
〉
、

「
陳
泡
卿
施
累
銭
荘
之
瓜
葛
」
(
同
一
九
一
一
年
五
月
一
一
日
)
、
「
英

領
封
於
源
利
銭
妊
案
之
意
見
」
(
同
一
九
二
年
六
月
一
三
日
)
。
こ

- 87ー
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れ
ら
の
記
事
に
は
元
製
銭
荘
、
源
利
銭
荘
に
射
す
る
債
権
の
詳
し
い
内

容
が
-
記
さ
れ
て
い
な
い
。
表
1
、
表
4
に
も
こ
の
記
事
に
恥
割
腹
す
る
債

権
額
が
-
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
呉
基
祭
が
元
堕
銭
妊
の
経
理
な
の

か
股
東
な
の
か
は
不
明
。

(
臼
〉
句
O
N
N∞
¥N印
(
)
斗
切
・
吋
唱
可
同
国
内
百
件
。
』
。
「
ロ

Z
・し『
O『円
四

ωロ
Z
0・
E
d司見『

N

開口円
H
g
z
B♂
〉
ロ
同
・

5
・
H

由ロ・

(
臼
〉
剛
，
O
N
N∞
¥
問
。
吋
肘
・
玄
-
F
2
0
2
0
』
orロ
Z
・』。正
g

z
。・

8
4
5
r

∞
何
回
n
-
B
E
E♂
〉
司
円
-
N
r
s
H
H
u
-
E
p
w
回・、
H，d司
可
目
白
岡
阿
件
。
』
。
rロ

Z
・』。
H
L
g
z。・

2
耳

x
r
N
肘ロ
n-
。
2
3
M
W
〉口問・

5
w
S
H
H
一
「
洋

一
商
輿
劉
間
須
渉
訟
四
誌
」
ハ
『
申
報
』
一
九
一
一
年
五
月
二
四
日
〉
、
「
洋

商
奥
劉
問
須
渉
訟
五
誌
」
(
同
一
九
一
一
年
五
月
二
七
日
)
、
「
洋
商
輿

劉
問
努
渉
訟
近
閲
」
(
同
一
九
一
一
年
六
月
二

O
日)。

(
日
)
「
恰
和
洋
行
亦
不
信
陳
逸
卿
尖
」
(
『
申
報
』
一
九
二
年
四
月
一
一
ニ

日
)
、
「
陳
逸
卿
借
用
洋
款
之
迫
索
」
(
同
一
九
一
一
年
五
月
一
コ
百
)
。

(
日
)
「
舎
訊
陳
逸
卿
案
詳
誌
」
(
『
申
報
』
一
九
一
一
年
七
月
一
五
日
)
、

「
斬
除
隊
逸
卿
輿
正
元
兆
康
之
首
相
藤
」
〈
問
一
九
一
一
年
七
月
一
一
六

日
)
、
司
O
M
M∞
¥
問
。
吋
切
ロ
ロ
-
8ロ
3
2
0・
町
宮
玄
ア
匂
円
2
2
d
Z
0・
8

0同
〉

M
E
-
N
r
sロ・

(
貯
〉
「
復
訊
洋
商
輿
陳
逸
卿
之
訴
案
」
(
『
申
報
』
一
九
二
年
六
月
一

O
日)。

(
回
〉
こ
の
事
件
の
剣
決
以
降
、
外
園
人
債
権
者
か
ら
の
請
求
が
繰
り
返
さ

れ
、
陳
逸
卿
の
債
務
償
還
が
早
め
ら
れ
て
い
る
し
ハ
「
訂
期
覆
-
訊
銭
妊

倒
飲
案
」
〔
『
申
報
』
一
九
一
一
年
六
月
二
七
日
〕
)
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
館

か
ら
は
イ
ギ
リ
ス
人
債
権
者
に
関
す
る
資
料
が
曾
審
街
門
に
提
供
さ
れ

て
い
る
(
「
英
領
調
査
陳
逸
卿
案
情
」
〔
同
一
九
一
一
年
七
月
九
日
〕
)
。

(臼〉

E
M
凶「曲
O
Hり
0白
岡
田
白
ロ
Hnd・
回
同
ユ
od司
待
。
0・3
Q
町
、
・
・
』
巳
可
ゲ

HUHH
目

MHYAH∞
l印凶一』ロ-一『

H印
w
H由
HHw
司
MYHJ可
AH!日
一
』
ロ
-u、
NN・】戸由
HH-

Hν』
u・
NAHOlH・)。

(
印
)
そ
れ
ゆ
え
被
告
側
癖
護
人
は
、
曾
審
街
門
の
イ
ギ
リ
ス
側
補
佐
人
だ

っ
た
カ
l
ス
テ
ィ
ン
副
領
事
に
謝
し
て
曾
審
街
門
に
は
、
陳
逸
卿
が
破

産
し
た
翌
日
に
彼
の
全
財
産
を
押
牧
庭
分
す
る
法
的
権
限
が
輿
え
ら
れ

て
い
た
の
か
、
ま
た
陳
逸
卿
に
は
あ
る
特
定
の
債
権
者
(
つ
ま
り
こ
の

事
件
の
被
告
)
だ
け
に
他
の
債
権
者
と
は
別
扱
い
す
る
法
的
権
利
が
奥

え
ら
れ
て
い
た
か
を
問
い
合
わ
せ
て
い
る
(
「
研
究
陳
逸
卿
倒
帳
問
題
」

〔
『
申
報
』
一
九
一
一
年
六
月
六
日
〕
)
。
ガ
l
ス
テ
ィ
ン
が
こ
れ
に
ど

う
回
答
し
た
の
か
は
『
申
報
』
に
も
イ
ギ
リ
ス
領
事
報
告
に
も
記
録
が

残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
問
い
合
わ
せ
が
審
理
開
始
を
遅
ら

せ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
起
訴
朕
は
三
月
二

O
日
に
朗
讃
さ
れ
な
が

ら
、
公
判
が
始
ま
っ
た
の
は
六
月
二
六
日
だ
か
ら
で
あ
る

(
a
G
Eロ

吋
自
問
回
目
r
〈臼
F
〉
ω
E
R
r
o
a
d
-
∞
R
H
O者
除
。
0・3
旬
。
旦

ζ
F
N品
w
H坦戸
w
司・足。・〉。

(
臼
)
品
E
o
句
。
口
間
宮
口
r
d
-
Fユ
odq
待
。
0・3
匂
C
R
T
-可
ゲ

]戸申
HHWHM司・仏∞
l由・

(臼
)
d
r
g
問
。
ロ
阿
国
E
r
-
-
∞
同
ユ
odq
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emperor.

　

The reason for χｕ Zhi-cai's compilation of the Yao-dui can be

considered ａ result of fulfilling the duties of this office｡

　　

Heretofore it has been thought that the office of Shang-yao dian-yu was

established in the period of the Northern Qi, but the origin can actually be

traced back to the Chang-yao dian-yu 嘗薬典御established by the order of

the twenty-third year of the Tai-he太和ｅ｢a of the Northern Wei. The

office of Shang･yao ju 尚薬局, Pharmaceutical Ｏ伍ce for the Emperor, was

firstestablished in Chinese history during the Northern Wei when the post

of Zhong-san 中散, which was ｅχelusive to the χian-bei 鮮卑people, and

which had been occupied by ａ person of special talents who would serve

the ruler personally, was abolished｡

　　

All the medical policies incorporated into the systems of the Sui and

Tang, which　included, for　ｅχample, national　projects　of　compiling

pharmacopoeias and medical works under the support of the Shang-yao ju

and the Tai-yi shu 太醤署(Medical　Ｏ伍ce), which were staffed by

government bureaucrats, can be seen to have their basis in the medical

policies of Xiao-wen di 孝文帚and Xuan-wu di宣武帚of the Northern

Wei. From the point of view of the relationship between medical practice

and the state, the origin of the sj'stem and medical practices of the Sui-

Tang can be seen in the history of the Northern Dynasties.

SINO-BRITISH DISPUTES OVER COLLECTING DEBTS

　　

IN SHANGHAI BEFORE THE 1911 ＲＥＶＯＬＵＴＩＯＮ：

　　

AN ANALYSIS OF SEVERAL CIVIL CASES JUST

　

AFTER “THE RUBBER STOCK FINANCIAL CRISIS”

　　　　　　　　　　　　　　　　

OF 1910

MOTONO Eiichi

　　　

This articleis the second in ａ series three studies concerning the

various activitiesof the“English-speaking Chinese” who sought to protect

their private property in the period of unequal treatiesin Shanghai during

the years circa 1910.　The main theme of this articleis to reveal the
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position of those Chinese merchants who sought to guard their own interests

immediately after the rubber stock financial crisis of 19U in the absence of

private law 私法, and how some of them responded to the situation.

　　

Immediately after the rubber stock crisis,the Shanghai Daotai 上海道

毫，　ＣａｉＮａｉｈｕａｎｇ蔡乃煌,accepted the proposal of Western banks for a

3, 500, 000 tael loan in order to carry out the pressing task as to stabilize

Shanghai financial markets instead of collecting liabilities of Western

mercantile firms from Chinese debtors. However, after receiving criticism

from Qing central government ｏ伍cials and the local assembly of Jiangsu

province, Cai and his successors changed their attitude.　They tried to

guarantee the liabilitiesto foreign 丘rms using the confiscated property of the

Chinese compradors, managers and proprietors of bankrupt native banks

that had caused the financial crisis.

　　

The proceedings of six　civil cases　analyzed　in　this　article　were

adjudicated in the above context.　The analysis of the above　six civil

cases reveals 由ree facts. First, although there were quite ａ few Chinese

in addition to foreign firms who claimed liabilities from the bankrupt

native banks and compradors, the claims of the foreign firms were given

五rst priority over Chinese claims due to the lack of ａ Chinese bankruptcy

code, which would have defined an equitable right of lien for the Chinese

creditors. Secondly, the conception that guarantors had a“responsibility to

press debtors to pay their debts", which had been employed by Chinese

guarantors to protect their property from the claims of foreign creditors

since the economic crisis of 1883, was no longer effective. Finally, for the

Chinese defendants in the above civil cases, their arrests, the confiscation

of their property and even the judgement against them at the Mixed Court

did not mean ａ fatal blow on personal level. Prior to their arrest, they

sought the protection of the prominent politician，　ＴａｎｇＳｈａｏｙi唐紹儀，

took refuge in Macao, attained Portuguese citizenship in order to protect

their own property and avoid arrest.　Even if they were arrested, they

openly went in and out of jail in broad daylight to dispose if some of their

property which was supposedly under confiscation of the Mixed Ｃｏｕ比

The typical ｅ゛゜pies of such English-speaking Chinese who were thought

to h゛ｅ caused the financial crisis were （:::hen Yiqing陳逸卿and Tang

Ｊｉｎｇｂｏ唐静波who ultimately had to rely on the corrupt Miχed Court
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System towards which the impotent Qing government could not respond

becauseit had not establisheditsown privatelaw system.

GHAZAN KHANﾀＳ DETAILED ACCOUNT OF NOMADIC

TRIBAL CONFEDERATION OF THE MONGOL EMPIRE

Shimo Hirotoshi

　　

Faced

　

with

　

imminent dissolution　of the　Ilkhanate, Ghazan　Khan

determined

　

that

　

he

　

would

　

reflect

　

on

　

the

　

strong

　

unity

　

of

　

the

　

tribal

confederation and embarked on the　compilation of ａ　dynastic history

simultaneously with the ｅχpedition against Syria. Ghazan himself recounted

in detail the long-term ties between the hereditary retainers,　ｎｏｆｅｏｒ,　ａｒｒCiｒ-i

b皿≪ｒｇ.0f the various Mongol tribes and the Chinggisid house　in the

Persian languａｇｅ Ｈｉｓtｏｒ;>ｉｏｆ tｈｅＭｏｎｇｏｌｓ，Ｔａｎｋｈ-i Mｕｓhｕl.The work

is an utterly unique and ｅχtremely valuable source providing first-hand

knowledge of the inner ■workings of the nomadic tribal confederation of the

Mongol empire in the voice of ａ Mongol emperor himself, but the various

scholars

　

who

　

have

　

gone

　

through

　

the

　

Persian

　

tｅχt

　

have

　

failed

　

to

comprehend the fundamental structure of the tribal confederation.　This

has been due to the fact that they proceeded to consider the entire work

without comprehendi ng the meaning of the terms bｕｚｕｒｇ.the Chinggisid

house, and ａｍｔｒ-i bｕｚｕｒｇ.hereditary retainers.

　　

Ａ close analysis of the long-term ties of the hereditary retainers and

the Chinggisid house across the breadth of the Mongol empire reveals the

following points･

　　

・The strength of the bonds between the Chinggisid house and individual

　　

Mongol tribes was common to each urus of the Mongol empire, and

　　

the structure of the Mongol ruling class in each urus was nearly

　　

identical.

　　

･ Those who served the qa'an and khan, the Chinggisid house, and who

　　

held high-ranking and vital posts inherited from their ancestors, and

　　

were charged with the management of the urus were retainers from
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